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陽
明
門
下
王
龍
渓
の
良
知
現
成
論
と
頓
悟
漸
修
論
の
考
察 

-
王
龍
渓
・
張
陽
和
・
孟
我
疆
・
鄒
南
皋1

を
軸
に
し
て - 
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
王
陽
明
・
龍
場
大
悟
・
格
物
致
知
・
知
行
合
一
・
心
即
理
・ 

四
句
教
・
良
知
現
成
・
頓
悟
漸
修
・
習
気
・
光
景 

 

  

一
章 

は
じ
め
に 

王
陽
明
の
思
想
は
、
「
身
心
」
の
講
学
を
重
視
し
て
空
虚
観
念
的
な
討
議
を
否
定

し2

、
髙
弟
の
銭
緒
山
（
名
は
徳
洪
、
字
は
洪
甫
。1

4
9
6

～1
5
7
4

）
、
龍
渓
の
積
極
的

な
講
学
活
動
に
よ
り
広
ま
っ
て
い
っ
た
（
明
史
・2

8
3

）
。 

龍
渓
は
八
六
才
ま
で
「
性
命
之
学
」
（
自
己
存
在
の
根
源
的
探
求
の
学
）
の
た
め

に
講
学
に
励
ん
だ
と
徐
階
（
号
は
存
斎

1
5
0
3

～1
5
8
3

）
は
述
べ
て
い
る
（
龍
集
・

龍
渓
王
先
生
博
）
。
そ
し
て
黄
宗
羲
（
号
は
梨
洲
。1

6
1
0

～1
6
9
5

）
は
四
四
才
の
辞

職
以
降
は
「
林
下
」
に
於
い
て
講
學
に
専
念
し
た
と
い
う3

。 

龍
渓
は
「
性
命
之
学
」
へ
の
意
気
込
み
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
日
常
生
活

で
の
家
族
と
の
対
応
は
仕
来
り
通
り
に
習
慣
的
な
心
で
常
習
の
物
事
に
対
応
し
、
ぼ

ん
や
り
と
惰
性
的
で
あ
る
た
め
「
離
家
出
遊
」
し
て
同
志
と
交
流
切
磋
し
て
「
間
思

妄
念
」
「
世
情
俗
態
」
を
脱
し
「
精
神
意
思
」
を
引
き
締
め
「
性
命
之
学
」
を
「
極

究
」
す
る
、
と
言
う4

。 

 

こ
の
龍
渓
の
講
学
人
生
に
対
し
て
龍
渓
の
四
無
説
を
否
定
し
た
明
末
の
劉
念
台

（
名
は
宗
周
。1

5
7
8

～1
6
4
5

）
は
、
龍
渓
の
人
生
八
十
年
は
、
ま
る
で
「
帰
宿
」

（
悟
り
）
を
得
な
い
僧
侶
が
托
鉢
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
結
局
は
根
基
も
定
ま
ら
な

い
一
生
で
あ
り
、
そ
の
学
問
は
良
知
を
仏
性
と
し
て
「
懸
空
に
個
の
悟
を
期
し
、
終

に
光
景
を
玩
弄
す
る
を
成
」
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る5

。 

 

こ
の
「
光
景
」
（
観
念
化
し
た
良
知
・
本
体
）
の
指
摘
は
、
実
は
陽
明
が
良
知
提

唱
時
（
五
十
才
）6

に
合
わ
せ
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
。
ま
た
「
懸
空
に
箇
の
本

体
を
想
う
」
（
伝
録
・
下
）
こ
と
、
つ
ま
り
「
良
知
・
本
体
の
観
念
化
」
へ
の
警
戒

は
、
「
天
泉
橋
問
答
」
の
時
（
五
六
才
）
に
明
示
し
て
い
た
。
こ
の
二
件
は
後
述
す

る
よ
う
に
重
な
る
同
一
の
こ
と
で
あ
る
が
、
陽
明
が
思
想
の
要
所
で
表
明
し
て
お
り
、

極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
陽
明
が
「
良
知
は
当
初
か
ら
一
貫
し
て

変
わ
ら
な
い7

」
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
良
知
説
表
明
と
同
時
に
発
せ
ら
れ
て

い
る
「
光
景
」
の
問
題
は
陽
明
思
想
の
原
点
で
あ
る
「
龍
場
の
大
悟
」
か
ら
考
察
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

こ
の
「
光
景
」
問
題
と
は
、
本
来
的
な
「
真
純
の
良
知
」
に
附
随
し
て
生
起
す
る

す
る
「
仮
偽
の
良
知
」
の
こ
と
で
あ
る
（
後
述
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
陽
明
良
知
思
想

の
純
化
で
あ
る
龍
渓
の
良
知
現
成
論
に
お
い
て
考
察
し
た
い
。
李
卓
吾
（
名
は
贄
。

15
2
7

～1
60

2

）
へ
の
影
響
、
東
林
学
か
ら
の
批
判
な
ど
、
明
末
に
於
け
る
お
け
る

龍
渓
の
良
知
現
成
・
「
無
善
無
悪
」
の
影
響
が
極
め
て
大
き
く
、
明
末
思
潮
を
解
明

す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
考
究
の
視
野
を
、
銭
緒
山
の
四
有
説
の
展
開
、
羅
念
庵
（
名
は
洪
先
、
字
は

達
夫
。1

50
4

～1
5
64

）
の
「
現
成
良
知
な
し
」
と
い
う
批
判
、
龍
渓
の
弟
子
・
張

陽
和
の
龍
渓
良
知
現
成
説
か
ら
の
離
脱
と
頓
悟
漸
修
論8

の
提
示
、
陽
和9

の
友
人

（
科
挙
の
同
年
）
の
孟
我
疆
の
龍
渓
四
無
説
へ
の
批
判
を
考
察
し
、
さ
ら
に
万
暦
・

天
啓
期
に
「
聖
凡
は
異
な
る
」
と
明
言
し
た
鄒
南
皋
の
頓
悟
漸
修
論
に
ま
で
延
ば
し

て
検
討
し
た
い
。
南
皋
は
陽
和
が
高
く
評
価
し
、
明
末
の
陽
明
学
の
重
鎮
で
あ
り
、

且
つ
東
林
党
の
人
士
と
深
く
交
流
し
て
お
り
、
明
末
思
潮
で
の
良
知
現
成
論
の
位
置

確
認
に
最
適
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
龍
渓
の
良
知
現
成
論
の
明
末
期
へ
の
推
移

を
陽
明
思
想
圏
内
か
ら
の
修
正
・
批
判
を
通
し
て
見
極
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。 

 

第
二
章 

  
「
龍
場
の
大
悟
」
再
考 

陽
明
三
七
才
の
「
龍
場
の
大
悟
」
は
、
陽
明
が
自
身
の
思
想
の
原
型
を
自
覚
し
朱
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子
学
の
克
服
を
示
す
と
と
も
に
、「
生
死
一
念
」
の
超
脱
も
述
べ
て
い
る
。 

劉
瑾
の
配
下
に
命
を
狙
わ
れ
、
「
生
か
死
か
」
の
思
慮
分
別
、
心
の
左
右
分
裂
か

ら
超
脱
す
る
契
機
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
「
惟
だ
生
死
一
念
の
み

は
尚
お
未
だ
化
せ
ざ
る
」
の
部
分
は
十
分
に
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た10

。
「
生

死
の
一
念
」
か
ら
の
超
脱
、
即
ち
思
慮
分
別
を
払
拭
し
無
分
別
へ
の
超
脱
は
、
「
二

項
分
別
の
事
物
認
識
の
転
回
」
を
意
味
し
よ
う11

。 

 

二
項
思
慮
分
別
を
超
え
る
体
験
は
、
知
識
を
推
極
し
客
観
的
に
把
握
し
た
事
物
の

定
理
に
窮
め
至
る
と
す
る
朱
子
学
の
格
物
致
知
論
か
ら
の
離
脱
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
思
慮
分
別
」
を
必
須
と
す
る
認
識
方
法
か
ら
転
回
し
て
、
無
分
別
の
地
平
へ
と
超

出
す
る
認
識
志
向
で
あ
り
、
渾
然
一
体
の
「
存
在
」
そ
の
も
の
へ
の
覚
醒
で
あ
っ
て
、

陽
明
の
思
想
の
「
背
骨
」
と
な
る
。
「
生
死
」
へ
の
分
別
意
識
超
脱
は
最
難
関12

な

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
軽
度
の
既
存
の
様
々
な
善
悪
、
得
失
、
有
無
、
榮
辱
、

尊
卑
、
賢
愚
、
自
他
、
主
客
な
ど
の
二
項
へ
の
思
慮
分
別
意
識
か
ら
の
超
脱
を
も
含

む
と
言
え
る
。
陽
明
は
「
二
項
無
分
別13

」
を
思
想
の
核
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
龍

場
の
大
悟
」
の
格
物
致
知
、
知
行
合
一
、
心
即
理
の
提
唱
も
、
そ
の
二
項
無
分
別
＝

渾
一
の
志
向
に
立
脚
し
て
理
解
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

陽
明
の
思
惟
は
、
渾
然
一
体
の
無
的
（
無
執
着
・
無
分
別
・
無
定
体
）
思
惟
で
あ

り
、
対
話
・
説
明
対
象
者
は
、
朱
子
学
的
思
惟
（
主
客
・
内
外
・
体
用
な
ど
の
二
項

を
分
別
）
で
あ
る
。
従
っ
て
「
格
物
」
の
「
物
」
を
朱
子
・
陽
明
は
と
も
に
「
事
」

と
定
義
す
る
が
そ
れ
を
支
え
る
思
惟
の
相
違
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
最
初
の
弟
子

で
あ
る
徐
愛
（
字
は
曰
仁
、
号
は
横
山
。1

4
7
8

～1
5
1
7

）
と
の
格
物
窮
理
に
関
す

る
対
話
は
、
端
的
に
思
惟
形
式
の
相
違
を
示
し
て
い
る14

。
陽
明
の
「
物
」
は
、

「
意
之
渉
著
処
」
（
伝
録
・
下

1

）
「
意
之
所
在
」
（
同
上

6

〕
、
つ
ま
り
「
良
知
＝
心

が
躍
動
し
て
い
る
二
項
無
分
別
の
現
場
」
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
を
正
す
（
伝
録
・

正
心
之
不
正
）
こ
と
、
つ
ま
り
躍
動
し
て
い
る
現
場
の
心
の
有
り
様
を
活
性
化
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
現
場
」
は
客
観
的
・
観
念
的
に
措
定
さ
れ
た
「
事
」
で
は
な

い
の
で
あ
る15

。 

陽
明
の
新
た
な
格
物
致
知
解
釈
は
、
客
観
化
、
観
念
化
し
た
事
物
に
「
定
理
」
を

探
求
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
知
識
の
集
積
を
必
須
と
す
る
朱
子
学

「
性
即
理
」
を
脱
却
し
「
心
即
理
」
を
提
示
す
る
。
二
項
無
分
別
の
場
に
於
い
て
渾

一
の
心
＝
良
知
は
当
下
に
「
理
」
を
創
出
し16

、
「
心
と
理
が
分
離
す
る
感
覚
」
を

解
消
し
た
の
で
あ
る17

。 

 

「
心
意
知
物
一
件
」
と
す
る
二
項
無
分
別
の
立
場
は
、
無
的
性
格
で
あ
る
の
で
、

時
間
の
「
過
去
・
現
在
・
未
来
」
も
無
分
別
渾
一
と
見
な
し
、
時
間
分
別
意
識
も
解

体
、
超
脱
し
た
（
存
在
の
）「
現
在
」
が
最
重
要
と
な
る
（
伝
録
・
上

8
0

参
照
）。

従
っ
て
「
現
在
」
す
る
自
己
、
本
心
、
良
知
こ
そ
が
全
て
の
原
点
と
な
る
。 

故
に
朱
子
学
受
容
者
が
「
知
」
と
「
行
」
の
二
項
を
表
相
的
に
二
分
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
陽
明
は
深
相
の
渾
一
的
本
心
の
原
点
か
ら
様
々
に
説
明
す
る
。
陽
明

が
「
龍
場
の
大
悟
」
の
翌
年
に
表
明
し
た
「
知
行
の
本
体
」
、「
知
行
合
一
の
宗
旨
」

を
陽
明
の
二
項
渾
一
思
惟
を
表
す
も
の
と
し
て
考
究
し
た
い
。 

 

一
般
的
な
「
知
」
「
行
」
は
、「
知
」
（
認
識
）「
行
」（
実
践
）
の
二
項
に
分
別
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
故
に
二
項
分
別
超
脱
の
観
点
か
ら
の
言
説
と
は
、
思

惟
の
土
台
が
異
な
る
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
せ
ず
に
同
じ
「
知
」「
行
」
の
字
句
を
用

い
て
対
話
を
す
る
の
で
理
解
に
手
間
取
っ
て
い
る
。
通
常
の
〔
現
実
的
・
表
相
的
〕

「
知
（
認
識
）
」
・「
行
（
実
践
）」
の
概
念
に
立
脚
す
る
対
話
者
に
対
し
〔
本
来
的
・

深
相
的
〕「
知
行
」
の
観
点
か
ら
陽
明
が
説
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
理

解
・
思
惟
の
形
式
が
異
な
る
こ
と
を
陽
明
の
対
話
者
が
認
識
し
な
い
ま
ま
に
対
話
の

場
が
現
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
知
行
の
対
話
で
は
「
二
種
類
・
二
相
の
知
行
」
が

あ
る
の
で
あ
る18

。 

故
に
陽
明
の
対
話
者
で
科
挙
、
朱
子
学
に
慣
れ
た
徐
愛
が
当
然
の
ご
と
く
質
問
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
陽
明
は
個
々
の
（
一
般
的
・
朱
子
学
的
・
表
相
的
）
「
知
」
・

「
行
」
の
枠
に
沿
い
な
が
ら
、
相
手
の
二
項
分
別
の
思
惟
の
土
俵
に
あ
が
っ
て
無
分

別
渾
一
的
思
惟
の
見
地
か
ら
「
知
行
合
一
の
本
旨
」
を
繰
り
返
し
説
明
す
る
。 

従
っ
て
陽
明
の
「
知
行
」
の
説
明
は
、
「
深
相
」
と
「
表
相
」
と
を
行
き
交
い
必

ず
し
も
理
解
が
容
易
で
は
な
い
。
か
か
る
条
件
に
鑑
み
、
理
解
の
方
法
と
し
て
王
門

「
現
成
」
の
王
龍
渓
、
「
修
証
」
の
歐
陽
南
野
（
名
は
徳
。1

49
6

～1
55

4

）
、
さ
ら
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に
龍
渓
と
思
想
的
に
対
峙
す
る
「
帰
寂
」
の
聶
双
江
（
名
は
豹
。1

48
7

～1
5
63

）

の
「
知
行
合
一
」
理
解
を
参
考
に
し
た
い
。
陽
明
思
想
展
開
の
代
表
的
な
傾
向
で
あ

る
「
現
成
」
「
修
証
」
「
帰
寂
」
の
「
知
行
合
一
」
理
解
を
手
掛
か
り
に
し
て
陽
明
の

「
宗
旨
」
を
明
ら
か
に
す
る
。
陽
明
の
良
知
説
が
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
に
任
さ

れ
自
在
多
様
に
展
開
す
る
の
で
、
そ
の
代
表
的
な
三
つ
の
傾
向
の
「
知
行
合
一
」
の

共
通
す
る
解
釈
に
よ
り
「
宗
旨
」
の
原
型
を
示
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
の
論
述

で
は
説
明
の
便
宜
の
た
め
、
通
常
の
「
知
」
・「
行
」
を
「
認
識
」
・「
実
践
」
の
意
味

で
「
表
相
的
知
・
行
」
と
、
陽
明
の
合
一
の
「
知
行
」
は
本
心
の
「
良
知
・
良
能
」

意
味
で
「
深
相
的
知
行
」
と
記
述
す
る
。 

予
め
理
解
の
相
違
の
要
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
〔
表
相
的
〕
「
知
」
と
「
行
」
を

超
脱
し
た
、
〔
深
相
的
〕「
知
行
合
一
」
の
立
場
は
、
〔
表
相
的
〕「
知
」
の
時
の
心
と

〔
表
相
的
〕
「
行
」
の
時
の
心
と
の
二
つ
に
、
「
現
在
」
す
る
二
項
渾
一
の
心
が
分
裂

す
る
の
を
忌
避
す
る
。
つ
ま
り
「
表
相
・
現
実
」
の
分
別
さ
れ
た
時
間
の
相
を
超
脱

し
、
「
現
在
す
る
」
渾
一
統
体
で
あ
る
「
良
知
」
の
存
在
の
相
へ
の
覚
醒
を
促
す
の

が
「
知
行
の
本
旨
、
立
言
の
宗
旨
」
提
言
の
意
味
で
あ
る
。 

以
下
、
荒
木
見
悟
氏
の
説
明
（
『
陽
明
学
の
位
相
』
第
５
章
・
知
行
合
一
）
を
引

用
し
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。
（
〔 

〕
内
は
筆
者
記
入
） 

・
「
〔
表
相
的
〕
聞
見
・
践
履
上
に
逐
走
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
と
う
て
い
陽
明
学
の

圏
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」（
同
ｐ
１
４
８
） 

・
「
彼
〔
陽
明
〕
の
い
う
〔
深
相
的
〕
知
と
行
と
の
素
性
が
、
一
般
的
に
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。」
（
同
ｐ
１
５
２
）
。 

・
「
〔
表
相
的
〕
知
行
を
包
み
知
行
を
生
か
す
本
心
」
（
ｐ
１
５
３
）
、 

・
「
知
と
い
う
も
の
を
成
立
さ
せ
る
拠
点
〔
良
知
〕
と
、
行
と
い
う
も
の
を
成
立
さ

せ
る
拠
点
〔
良
知
〕
と
が
一
体
」
で
あ
る
。
」（
同
ｐ
１
５
８
） 

 

ま
ず
王
龍
渓
の
理
解
を
検
討
し
た
い
。 

龍
渓
は
、
表
相
的
「
知
」
「
行
」
の
一
体
の
様
相
を
経
験
的
な
相
で
説
明
し
た
後

に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
陽
明
先
師
、
因
後
儒
分
〔
表
相
の
〕
知
行
為
両
事
、
不
得
已
說
個
合
一
。〔
深

相
の
〕
知
、
非
見
解
之
謂
、
〔
深
相
の
〕
行
、
非
履
蹈
之
謂
、
只
従
一
念
上
取
証
。

〔
深
相
の
〕
知
之
真
切
篤
実
、
即
是
〔
深
相
の
〕
行
、
〔
深
相
の
〕
行
之
明
覚
真
察
、

即
是
〔
深
相
の
〕
知
。
〔
深
相
の
〕
知
行
両
字
、
皆
指
〔
本
体
の
〕
〔
篤
実
・
真
察

の
〕
工
夫
而
言
、
亦
原
是
合
一
的
、
非
故
為
立
說
以
強
人
之
信
也
。」
（
龍
集
⑦
華
陽

明
倫
堂
会
語
・
一
） 

「
〔
深
相
の
〕
知
之
真
切
篤
実
処
（
＝
分
相
）
、
即
是
〔
深
相
の
〕
行
。
〔
そ
の
〕
真

切
是
本
体
、
篤
実
是
工
夫
。〔
深
相
の
〕
知
之
外
更
無
〔
深
相
の
〕
行
。〔
深
相
の
〕

行
之
明
覚
精
察
処
（
＝
分
相
）
、
即
是
〔
深
相
の
〕
知
。
〔
そ
の
〕
明
覚
是
本
体
、
精

察
是
工
夫
。〔
深
相
の
〕
行
之
外
更
無
〔
深
相
の
〕
知
。
」
（
龍
集
②
滁
陽
会
語
） 

つ
ま
り
、
深
相
の
知
行
合
一
論
は
〔
真
切
＝
本
体
、
篤
実
＝
工
夫
。
明
覚
＝
本
体
、

省
察
＝
工
夫
〕 

→
 

〔
真
切
＋
明
覚
＝
本
体
〕
、
〔
篤
実
＋
省
察
＝
工
夫
〕
と
み
て

「
本
体
即
工
夫
」
と
な
る
。
良
知
の
内
部
構
造
か
ら
説
明
す
れ
ば
「
明
覚
・
真
切
」

の
本
体
、
そ
の
自
己
展
開
＝
工
夫
・
致
良
知
が
「
省
察
・
篤
実
」
で
あ
り
、
別
言
す

れ
ば
「
良
知
良
能
」
で
あ
る19

。
「
合
一
」
は
、
現
在
す
る
心
が
分
裂
し
て
い
な
い

こ
と
の
証
し
で
あ
る
。
「
知
行
合
一
」
と
は
、
本
体
「
良
知
」
が
歪
曲
さ
れ
ず
自
己

展
開
、
自
律
克
治
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
陽
明
は
こ
の
こ
と
を
「
立
言
の
宗

旨
、
知
行
の
宗
旨
」
と
し
て
対
話
者
に
語
っ
て
い
た
、
と
龍
渓
は
理
解
す
る
。 

 

ま
た
欧
陽
南
野
も
龍
渓
と
同
様
に
理
解
し
て
い
る
。
〔
深
相
の
〕
「
知
行
」
を
良
知

（
＝
良
知
良
能
）
の
分
相
と
し
、「
本
心
」
を
強
調
し
て
「
本
心
の
知
」「
本
心
の
行
」

と
述
べ
て
い
る20

。
そ
し
て
同
じ
陽
明
の
言
説
に
つ
い
て
龍
渓
と
同
様
に
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。 

「〔
深
相
の
〕
知
之
真
切
篤
実
処
、
即
是
〔
深
相
の
〕
行
。〔
深
相
の
〕
行
之
明
覚
精

察
処
、
即
是
〔
深
層
の
〕
知
。
無
二
心
也
。
（
中
略
）
然
必
念
念
明
覚
精
察
、
念
念

真
切
篤
実
、
乃
為
合
一
。
始
以
此
始
、
終
以
此
終
。
無
先
後
之
可
言
也
。
」
（
歐
陽
徳

集
⑤
答
沈
思
畏
・
三
） 

南
野
も｢
知
行
合
一｣

は
良
知
の
十
全
な
発
現
、
一
念
自
反
、
本
体
即
工
夫
、
現
在

無
分
別
と
す
る
。
故
に
時
系
列
の
「
始
終
・
先
後
」
の
二
項
も
無
分
別
化
し
て
述
べ

て
い
る
。
「
知
行
合
一
」
と
は
「
一
心
」
「
一
念
」
の
「
明
確
精
察
」
の
分
相
を
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「
知
」
、
「
真
切
懇
到
」
の
分
相
を
「
行
」
と
表
現
し
て
い
る
と
す
る21

。 

 
そ
し
て
王
門
下
で
寂
感
二
分
の
帰
寂
思
想
、
現
実
の
事
物
を
軽
視
す
る
格
物
説
が

王
門
下
で
批
判
さ
れ
、
龍
渓
思
想
の
対
極
の
思
想
と
言
え
る
聶
双
江
も
同
様
の
理
解

を
示
し
て
い
る22

。
さ
ら
に
甘
泉
学
系
統
の
許
敬
庵
（
名
は
孚
遠
、1

53
5

～1
60

4

）

も
「
一
念
」
に
於
け
る
分
相
と
認
識
し
て
い
る23

。 

以
上
、
検
討
し
て
き
た
「
現
成
」
の
龍
渓
、
「
修
証
」
の
南
野
は
、
陽
明
の
「
知

之
真
切
篤
実
処
即
是
行
。
行
之
明
覚
精
察
処
即
是
知
」24

を｢

知
行
合
一｣

の
中
核
で

あ
る
と
認
識
し
、
表
現
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
双
江
も
良
知
に
於
け
る
「
知
行
の
合

一
」
と
い
う
面
で
は
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。
一
般
的
な
表
相
の
「
知
」
「
行
」
で

は
な
く
深
相
の
「
知
行
」
で
あ
る
こ
と
は
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
陽
明
の

「
知
行
合
一
」
は
王
門
下
の
こ
の
共
通
の
理
解
に
沿
っ
て
解
釈
し
て
い
く
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。 

龍
渓
が
「
〔
深
相
の
〕
知
、
非
見
解
之
謂
、
〔
深
相
の
〕
行
、
非
履
蹈
之
謂
、
只
従

一
念
上
取
証
」
と
述
べ
（
龍
集
⑦
前
出
）
、
歐
陽
南
野
が
「
心
之
良
知
之
謂
知
。
心

之
良
能
之
謂
行
。
良
知
、
良
能
一
也
。
」「
一
念
中
」
と
説
く
よ
う
に
陽
明
は
こ
の

渾
一
の
主
宰
者
、
良
知
（
良
知
良
能
）
の
「
一
念
」
の
あ
り
様
を
伝
え
よ
う
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
良
知
の
「
知
（
明
覚
省
察
）
行
（
真
切
篤
実
）
」
を
問
い
、「
一
念
」

の
現
在
、
「
一
念
発
動
」25

に
焦
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

陽
明
は
、
「
現
象
的
・
表
相
的
知
行
」
の
対
話
者
に
、
ま
ず
表
相
的
な
場
面
で
の

事
例
を
と
り
あ
げ
、
表
相
的
に
み
て
「
合
一
」
で
あ
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
、
そ
し
て

陽
明
は
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
表
相
的
「
一
体
・
合
一
」
の
事
例
を
出
し
な
が
ら
多
種

多
様
に
説
明
を
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
以
下
に
徐
愛
と
対
話
（
伝
録
・
上
）
の
問
答

を
検
討
す
る
。
対
話
者
の
理
解
の
過
程
と
陽
明
の
説
明
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
徐

愛
は
「
知
と
行
と
は
分
明
に
是
れ
両
件
」
と
考
え
て
一
般
的
表
相
的
「
知
」
「
行
」

（
認
識
・
実
践
）
と
し
て
分
け
て
質
問
す
る
。
つ
ま
り
「
知
」
の
時
の
心
と
「
行
」

の
時
の
心
が
分
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
無
意
識
に
寄
り
か
か
り
、
「
現
在
の
心
」
が

分
裂
し
て
い
る
、
本
心
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。 

（
ａ
）
愛
曰
、
「
如
今
人
儘
有
知
得
父
当
孝
、
兄
当
弟
者
、
却
不
能
孝
、
不
能
弟
。

便
是
知
与
行
分
明
是
両
件
」。 

そ
こ
で
陽
明
は
「
知
行
の
本
体
」
「
那
本
体
」
を
掲
げ
る
。
こ
こ
で
は
徐
愛
の
表

相
的
「
知
行
」
に
合
わ
せ
て
お
り
、
表
相
的
「
認
識
や
実
践
」
を
支
え
て
い
る
「
本

体
＝
良
知
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
陽
明
は
繰
り
返
し
今
の
人
士
の
理
解
が
表
相
的
知

行
関
係
で
あ
り
、
「
現
在
」
す
る
「
本
心
」
「
一
念
」
「
良
知
」
が
、
発
現
し
て
い
な

い
と
注
意
を
喚
起
す
る
。 

（
ｂ
）
先
生
曰
、
「
此
已
被
私
欲
隔
断
、
不
是
知
行
的
本
体
了
。
未
有
知
而
不
行
者
。

知
而
不
行
、
只
是
未
和
。
聖
賢
人
知
行
、
正
是
要
復
那
本
体
。
不
是
著
你
只
恁
的
便

罷
。
」 

そ
う
し
て
陽
明
は
「
宗
旨
」
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。 

（
ｃ
）
先
生
曰
、
「
此
却
失
了
古
人
宗
旨
也
。
某
嘗
説
〔
深
相
の
〕
知
是
〔
深
相

の
〕
行
的
主
意
。〔
深
相
の
〕
行
是
〔
深
相
の
〕
知
的
功
夫
。
〔
深
相
の
〕
知
是
行
之

始
。〔
深
相
の
〕
行
是
知
之
成
。」（
以
上
、
伝
録
上5

） 

以
上
、
「
龍
場
の
大
悟
」
の
意
味
は
、
格
物
致
知
解
釈
の
転
回
が
生
起
し
た
こ
と

に
あ
る
。
即
ち
二
項
渾
一
的
思
惟
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
朱
子
学
の
主
客
を
二
項
と
分

別
し
把
握
す
る
事
物
観
と
「
定
理
」
観
を
超
脱
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
原
点

と
な
り
、
心
即
理
、
知
行
合
一
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
は
人
為
的
後
天
的
な
も

の
、
聞
見
知
識
を
排
し
自
然
に
「
現
在
」
す
る｢

心｣

「
一
念
」
の
自
覚
で
あ
っ
た
。

五
十
才
に
「
良
知
」
と
し
て
統
一
し
て
表
現
さ
れ
る
が
、
通
常
の
「
知
・
行
」
を
超

脱
し
た
固
有
の
良
知
の
自
然
な
発
現
を
根
本
と
す
る
、
つ
ま
り
二
項
無
分
別
渾
一
を

基
相
と
す
る
こ
と
は
一
貫
す
る
の
で
あ
る
。 

た
だ
、
「
龍
場
の
大
悟
」
で
は
そ
の
問
題
点
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

五
十
才
の
良
知
提
唱
、
五
六
才
の
「
天
泉
橋
問
答
」
に
お
い
て
は
問
題
点
の
「
光
景
」

を
明
示
し
て
い
る26

。
何
故
、
問
題
と
な
る
の
か
。
そ
し
て
四
句
教
に
於
い
て
龍
渓

の
「
四
無
」
説
と
緒
山
の
「
四
有
」
説
と
に
見
解
が
分
か
れ
る
が
、
理
由
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
解
明
は
、
良
知
現
成
説
の
よ
り
深
い
理
解
を
促
す
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。 
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第
三
章 

四
句
教―

陽
明
思
想
の
問
題
点 

「
天
泉
橋
問
答
」
（1

5
2
7

）
は
、
銭
緒
山
は
三
二
才
、
王
龍
渓
は
三
十
才
の
時
点

で
あ
る
が
両
者
の
思
想
の
原
質
が
現
れ
て
お
り
、
根
本
問
題
の
所
在
を
示
唆
し
て
い

る
。
天
泉
橋
問
答
の
記
録
は
、
緒
山
の
『
伝
習
録
』
（
下

1
1
5

）
と
陽
明
年
譜
、
龍

渓
の
「
天
泉
証
道
紀
」
（
龍
集
①
）
が
あ
る
。
緒
山
に
よ
る
と
「
利
根
」（
年
譜
は
上

根
）
の
四
無
と
「
習
心
の
蔽
」
を
受
け
る
中
下
根
の
四
有
に
分
か
れ
る
。
そ
の
習
心

（
年
譜
は
習
俗
。
後
述
）
の
た
め
に
着
実
に
功
夫
が
な
さ
れ
な
い
と
、
観
念
的
に
本

体
を
想
像
・
措
定
し
て
「
光
景
」
を
生
起
す
る
。
こ
の
「
習
心
」
「
懸
空
想
箇
本
体
」

は
龍
渓
の
「
天
泉
證
道
紀
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

 
 

習
気
・
習
心
・
習
俗
は
、
曖
昧
な
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
意
味
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。
本
稿
で
は
以
下
の
内
容
で
考
察
を
進
め
る
。 

「
習
気
・
習
心
」
は
個
人
の
身
心
に
焦
点
が
あ
り
、
「
習
俗
」
は
個
人
の
同
心
円
状

の
家
族
・
宗
族
。
郷
里
ま
で
を
含
む
社
会
的
な
関
わ
り
の
方
に
焦
点
が
あ
る
。 

「
習
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
過
去
に
繰
り
返
し
て
重
ね
ら
れ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
行

動
・
思
考
・
判
断
・
感
情
の
形
式
で
あ
り
、
そ
の
影
響
力
が
「
習
染
」
で
あ
る
。
そ

の
「
習
染
」
の
力
を
受
け
た
の
が
習
気
・
習
心
・
習
俗
で
あ
る
。
個
人
に
即
し
て
述

べ
る
と
、
生
来
の
こ
れ
ま
で
の
生
育
環
境
の
中
で
形
成
し
て
き
た
習
慣
、
慣
習
、
伝

統
的
見
解
、
敎
育
な
ど
が
及
ぼ
す
影
響
力
が
「
習
染
」
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
二

項
渾
一
の
「
良
知
」
（
良
知
良
能
）
の
自
然
性
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
自
然
性
を

蔽
い
破
壊
す
る
後
天
的
人
為
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
生
来
、
も
の
心
つ
い

て
よ
り
個
々
人
に
随
伴
し
て
い
る
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
見
て
く
る
と
習
染
は
「
現
在
」
す
る
二
項
渾
一
の
良
知
に
と
っ
て
は
、
「
過

去
の
時
間
」
の
蓄
積
で
あ
り
、
「
当
下
一
念
」
を
分
裂
さ
せ
る
作
用
と
な
る
。
簡
単

に
言
う
と
、
習
染―

習
の
力―

が
「
気
・
心
・
俗
」
に
影
響
を
与
え
（
意
見
・
習

慣
・
慣
例
な
ど
と
し
て
具
現
し
）
、
良
知
自
然
の
発
現
を
阻
害
す
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。 

そ
し
て
最
も
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
「
習
染
」
は
理
気
一
体
、
性
即
気
（
伝
録
・

下
）
、
身
心
一
如
と
す
る
渾
然
一
体
の
良
知
で
は
、
「
気
質
領
域
」
の
み
な
ら
ず
、
現

実
態
の
「
身
心
」
の
全
て
に
及
ぶ
の
で
深
刻
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
故
に
陽
明
は

「
習
俗
の
人
を
移
す
は
、
油
の
麫
（
麺
）
に
漬
む
が
如
く
、
賢
者
と
雖
も
免
れ
ず
。」

（
王
集
㉖
書
示
四
姪
正
思
等
）27

を
引
用
し
、
「
本
性
」
を
妨
げ
る
要
因
の
「
悪
念

は
習
気
」
と
し
、
「
学
者
為
習
所
移
、
気
所
勝
」
（
「
程
氏
遺
書
」
⑮
で
は
「
学
者
為

気
所
勝
、
習
所
奪
、
只
可
責
志
」
）
を
引
用
し
て
気
質
と
習
染
の
両
面
か
ら
述
べ
て

い
る
（
王
集
㉖
克
彰
太
叔
）。 

 

「
習
俗
」
に
関
し
て
は
、
陽
明
が
父
の
王
華
の
葬
儀
で
「
越
俗
」
の
慣
習
を
革
え

て
肉
食
を
出
し
た
こ
と28

、
ま
た
「
居
喪
慟
哭
」
を
世
間
の
慣
例
に
は
合
わ
せ
な
か

っ
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
湛
甘
泉
（
名
は
若
水
。1

4
66

～

15
6
0

）
か
ら
咎
め
ら
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
龍
渓
の
門
人
・
張
陽
和
が
質
問
し29

、

龍
渓
は
世
人
が
「
格
套
」
に
従
い
そ
の
作
偽
が
「
慣
習
」
を
形
成
す
る
と
の
認
識
を

示
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
は
緒
山
が
説
く
よ
う
に30

、
「
習
俗
」
が
現
実
生
活
の
場
で
「
習
染
」
と

し
て
具
体
的
に
作
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
身
近
な
世
人
の
「
衆
情
」
「
人
情
」
と
し

て
現
れ
迫
っ
て
く
る
。
家
庭
、
宗
族
、
郷
里
、
社
会
一
般
で
の
「
勢
力
」
で
あ
り
良

知
は
こ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

緒
山
は
先
述
の
陽
明
の
「
悪
念
は
習
気
」
と
す
る
見
解
（
王
集
②
与
克
彰
太
叔
）

に
賛
同
す
る
。
そ
し
て
天
泉
橋
問
題
に
関
し
て
も
習
俗
の
影
響
が
良
知
自
然
の
発
現

を
歪
曲
す
る
と
認
識
し
て
い
る31

。
そ
こ
か
ら
頓
悟
主
義
批
判
（
龍
渓
を
念
頭
に
置

い
て
と
思
わ
れ
る
）
を
行
う32

。 

 

緒
山
は
、
「
自
然
之
良
知
・
自
然
之
良
能
」
、
「
良
知―

自
然
」
こ
れ
を
基
準
に
し

て
い
る
の
で
あ
る33

。
し
か
し
も
の
心
つ
い
て
か
ら
の
世
俗
の
「
功
利
嗜
好
、
技
能

聞
見
」、
「
意
必
固
我
」
な
ど
が
蓄
積
し
て
い
る
た
め
に
習
心
と
な
っ
て
「
知
見
（
知

識
見
解
）
」
を
生
起
し
（
銭
集
・2

4

）
良
知
の
自
然
を
蔽
い
本
体
の
「
至
善
」
を
喪

失
さ
せ
て
い
る
と
す
る
。 

意
見
と
は
、
人
為
的
な
知
識
・
知
解
・
知
見
・
見
解
・
意
識
な
ど
「
見
聞
」
に
よ

る
後
天
的
な
認
識
と
判
断
で
あ
る
が
、
本
体
（
自
然
の
良
知
）
を
阻
害
す
る
。
つ
ま

り
「
意
見
・
知
解
」
が
自
然
の
「
良
知
良
能
の
本
体
」
に
先
行
す
る
と
「
一
景
象
」
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（
光
景
）
を
生
起
し
、
そ
れ
を
「
本
体
」
（
仮
偽
の
良
知
）
と
見
な
し
て
「
本
体
の

生
気
」
を
欠
損
し
て
「
障
礙
」
と
な
る
。
さ
ら
に
は
「
意
見
を
誤
認
し
て
本
体
と
為
」

し
、
「
疑
似
の
良
知
」
と
し
て
「
真
純
の
良
知
」
そ
の
も
の
に
掏
り
替
わ
り
、「
真
純

の
良
知
」
を
破
壊
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る34

。
「
意
見
は
即
ち
真
性
の
障
」
（
銭

集
・
語
録5

7
）
な
の
で
あ
る
。 

「
錢
緒
山
、
意
見
の
弊
を
論
じ
て
謂
う
、
良
知
の
本
体
、
意
見
に
著
さ
る
れ
ば
、
猶

お
規
矩
上
に
著
す
る
に
方
円
を
以
て
し
、
方
円
、
規
矩
を
得
可
か
ら
ず
し
て
規
矩
先

に
裂
か
る
。
」
（
銭
集
・
語
錄7

2

） 

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
緒
山
は
、
陽
明
の
主
旨
で
も
あ
っ
た
、
対
面
で
の
討
論

（
講
会
）
を
繰
り
返
し
強
調
し
、
「
意
見
の
先
入
」
（
銭
集
・
刻
文
録
序
説
）
を
警
告

す
る
。 

 

ま
た
緒
山
は
「
真
性
」
を
体
得
す
る
た
め
に
、
書
籍
・
聞
見
の
知
識
に
依
存
せ
ず
、

「
口
々
相
伝
え
ひ
ろ
め
」
て
直
に
自
然
の
「
良
知
」
を
会
得
す
る
こ
と
述
べ
る
。

「
文
字
」
「
筆
写
」
で
は
な
く
、
講
学
の
対
話
の
「
現
在
」
に
体
得
を
強
く
求
め
た

の
で
あ
る
（
銭
集
・
語
録3

5

）。 

で
は
龍
渓
は
天
泉
橋
問
答
で
は
「
習
気
」
「
光
景
」
へ
の
見
解
を
示
さ
ず
、
「
自
証

自
悟
」―

他
の
検
証
を
排
除
す
る
ー
頓
悟
に
任
せ
た
観
が
あ
っ
た
が
、
徳
洪
の
見
解

を
無
視
し
た
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
て
寧
ろ
深
く
「
習
」
に
対
し
て
、
「
法

塵
分
別
影
事
」
（
『
楞
厳
経
』
①
）
の
視
点
か
ら
対
応
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き

で
あ
る35

。 

龍
渓
も
銭
緒
山
と
同
様
に
、
「
人
、
生
有
り
て
よ
り
以
来
、
習
染
に
漸
さ
れ
」（
龍

会
①
道
山
亭
会
語
）
そ
の
し
つ
こ
さ
に
苦
渋
し
「
習
染
の
人
に
入
る
や
亦
た
微
な
り
。

漸
漬
薫
炙
す
」
と
述
べ
て
い
る36

。 

習
気
の
た
め
に
「
意
見
」
が
生
起
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
龍
渓
も
「
本
来
霊
覚

の
生
機
」
を
塞
ぎ
、
誤
っ
て
良
知
と
見
な
し
て
し
ま
う
「
意
見
の
害
は
最
も
重
い
」

と
認
識
し
（
龍
会
①
冲
元
会
紀
）
、
意
見
の
弊
害
は
「
利
欲
」
の
害
よ
り
解
醒
す
る

の
が
難
し
い
と
述
べ
て
い
る37

。 

ま
た
光
景
を
「
妙
悟
」
と
取
り
違
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
緒
山
と
同
様
の
認
識
で

あ
る
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
「
信
得
及
」
す
れ
ば
「
当
下
に
具
足
」
と
い
う
方
法
を

示
す
（
龍
集
⑩
答
呉
悟
齋
）。
こ
れ
は
「
一
念
の
初
、
習
気
を
し
て
自
ら
消
さ
し
む
」

（
龍
集
⑰
学
易
説
）
「
当
下
一
念
」
を
前
面
に
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か

ら
「
大
修
行
の
人
、
塵
労
煩
惱
中
に
道
場
と
作
す
」
（
龍
集 

①
三
山
麗
澤
錄
）
と

述
べ
、
「
昏
蔽
の
極
と
雖
も
、
苟
も
能
く
一
念
自
ら
反
せ
ば
即
ち
本
心
を
得
」（
龍
集

⑥
致
知
議
弁38

）
と
い
い
、
一
気
に
「
無
始
以
来
の
種
々
の
凡
心
習
態
」
の
解
消
を

は
か
る
も
の
で
あ
る
（
龍
集
②
斗
山
会
語
）
。 

 

龍
渓
は
良
知
一
念
に
絶
対
の
信
頼
を
置
き
、
「
漸
漬
薫
炙
し
て
心
髄
に
蒸
淫
し
、

景
に
循
い
竊
に
発
し
て
自
ら
知
ら
ざ
る
」
習
染
（
龍
集
⑯
別
言
贈
周
順
之
）
に
対
し

て
「
良
知
は
、
習
気
を
破
除
す
る
の
利
刃
、
縦
い
竊
発
あ
る
も
、
一
照
す
れ
ば
即
ち

破
る
」
（
龍
集
⑰
尚
賢
以
徳
説
）
と
説
い
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
龍
渓
の
「
自
証
自
悟
」
「
一
念
自
反
」
の
「
習
気
・
光
景
」
対
応
に
最

も
根
本
的
批
判
を
行
っ
た
の
は
羅
念
庵
で
あ
る
。
龍
渓
の
渾
一
的
現
成
論
の
賛
同
者

（
羅
集
③
冬
遊
記
）
か
ら
批
判
者
に
劇
的
に
見
解
を
変
え
否
定
す
る
に
至
る
（
羅
集

③
夏
遊
記
）。 

念
庵
は
、
「
習
染
錮
蔽
に
し
て
、
未
だ
移
改
し
易
か
ら
」
ざ
る
た
め
「
今
の
風
俗

披
靡
し
て
賄
賂
公
行
し
、
廉
恥
の
道
喪
わ
れ
、
交
際
情
を
過
ぎ
」
（
羅
集
⑥
答
王
龍

渓
）、
名
利
の
悪
弊
が
深
く
広
く
は
び
こ
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
（
羅
集
⑧
寄
葉
絅

斎
・
参
照
）
そ
し
て
現
成
説
が
そ
の
よ
う
な
風
潮
に
対
し
て
口
実
さ
え
与
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
（
同
上
）
と
認
識
す
る
。
故
に
念
庵
は
「
当
下
の
此
の
心
」
に
対
し

慎
重
に
構
え
る
の
で
あ
る
。 

「
欲
の
有
無
を
弁
ず
る
に
は
、
当
下
の
こ
の
心
の
微
微
た
る
覚
処
を
以
て
主
と
為
す
。

こ
の
覚
処
、
甚
だ
微
な
れ
ば
、
志
の
切
と
気
の
定
と
に
あ
ら
ざ
れ
ば
即
ち
自
ら
見
れ

ず
。」（
羅
集
⑧
答
李
二
守
） 

 
念
庵
は
現
実
の
良
知
の
在
り
様
が
習
気
を
混
入
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
現
在
発
現
し

て
い
る
「
知
善
知
悪
」
の
良
知
を
渾
一
全
体
と
し
て
把
握
し
、
「
当
下
一
念
」
が
是

非
理
欲
に
対
す
る
判
断
主
体
で
あ
る
と
主
張
す
る
龍
渓
の
現
成
説
に
対
し
て
、
そ
れ

は
「
随
出
随
泯
、
特
だ
一
時
の
発
見
」
で
は
あ
っ
て
も
、
尽
く
は
本
体
の
主
宰
顕
現
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と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
（
羅
集
③
甲
寅
夏
遊
記
）
。 

 
上
述
の
よ
う
に
龍
渓
の
良
知
現
成
論
は
、
決
し
て
杜
撰
な
対
応
で
は
な
い
。
何
故

念
庵
は
離
脱
し
批
判
し
た
の
か
。
そ
れ
は
「
習
染
」
の
認
識
の
相
違
の
た
め
で
あ
る
。

念
庵
は
気
質
領
域
に
「
習
染
」
が
及
ぶ
と
そ
れ
は
理
気
一
体
の
渾
一
の
良
知
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
（
先
述
）
こ
と
に
着
目
す
る
の
で
あ
る
。
気
質
偏
重
の
処
が
そ
の
具

体
的
に
想
定
さ
れ
る
が
、
理
気
一
体
の
立
場
で
あ
れ
ば
渾
一
の
「
現
在
」
す
る
良
知

の
全
て
に
「
習
」
の
影
響
力
が
染
み
込
ん
で
い
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
自

証
自
悟
」
、
「
一
念
自
反
」
、
本
体
即
工
夫
と
す
る
良
知
の
自
律
機
能
そ
の
も
の
が
、

構
造
的
に
脆
弱
不
全
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
習
染
さ
れ
た
判
断
主
体
」
＝

「
良
知
一
念
」
に
於
け
る
「
自
証
自
悟
」
は
不
可
能
、
判
断
は
成
立
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
て
「
良
知
原
是
完
完
全
全
・
你
的
明
師
」

（
伝
録
・
下
）
と
す
る
良
知
説
の
根
本
的
弱
点
の
指
摘
で
あ
る
。
「
油
の
入
麺
」
の

例
え
を
陽
明
と
同
様
に
（
前
出
）
使
用
し
な
が
ら
、
念
庵
は
一
層
深
く
掘
り
下
げ
た

の
で
あ
る
。 

 

「
蓋
し
知
あ
り
て
よ
り
以
来
、
各
の
気
質
偏
重
の
処
に
就
き
て
、
積
染
、
習
と
成

り
、
遂
に
良
知
と
混
雑
し
て
出
ず
。
油
の
麺
に
入
る
が
如
く
、
未
だ
脱
離
し
易
か
ら

ず
。
故
に
雑
念
已
に
除
く
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
こ
の
習
気
消
磨
尽
く
し
難
し
。39

」 

（
羅
集
⑯
松
原
志
晤
。
龍
集
②
松
原
晤
語
・
参
照
） 

 

故
に
龍
渓
が
「
即
ち
こ
の
知
は
こ
れ
本
体
、
即
ち
こ
の
知
は
こ
れ
功
夫
」
「
良
知

を
以
て
良
知
を
致
」
し
、
世
情
嗜
欲
、
玄
妙
意
解
等
の
関
与
す
る
こ
と
な
く
「
本
体

即
工
夫
」―

自
律
機
能
が
果
た
さ
れ｢

自
証
自
悟｣

、
自
己
充
足
す
る
、
と
主
張
す

る
も
（
龍
集
⑰
不
二
斎
説
・
羅
集
③
甲
寅
夏
遊
記
・
参
照
）
念
庵
に
と
っ
て
現
成
説

の
判
断
主
体
は
「
今
、
一
念
の
明
を
以
て
極
則
と
為
し
、
一
覚
の
頃
を
以
て
実
際
と

為
す
。
亦
た
鹵
莽
に
過
ぎ
ざ
ら
ん
や
。
」
（
羅
集
③
夏
遊
記
）
と
述
べ
、
本
体
、
功
夫

と
も
に
空
転
す
る
と
み
る
。
そ
こ
で
当
下
円
満
具
足
の
「
現
成
良
知
な
し
」
（
羅
集

⑧
松
原
志
晤40

）
と
説
き
、
龍
渓
の
頓
悟
の
立
場
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。 

「
吾
人
、
血
気
知
慮
の
運
あ
り
て
も
と
よ
り
遽
か
に
道
と
合
す
る
能
わ
ず
。
存
習
を

仮
る
に
非
ら
ず
ん
ば
、
断
じ
て
頓
悟
超
入
の
理
な
し
。
」
（
羅
集
③
答
何
吉
陽
） 

「
従
前
、
（
龍
渓
の
）
良
知
時
時
見
在
す
の
一
句
に
誤
却
せ
ら
れ
、
培
養
一
段
の
工

夫
を
欠
却
す
。
培
養
は
原
と
收
歛
翕
聚
に
属
す
。」
（
羅
集
③
与
尹
道
輿
） 

  
 

第
四
章 

龍
渓
良
知
現
成
論
へ
の
批
判
と
頓
悟
漸
修 

前
章
に
於
い
て
「
習
気
・
習
心
・
習
俗―

意
見―

光
景
」
に
着
目
し
な
が
ら
、
王

龍
渓
良
知
現
成
論
の
顕
現
を
歪
曲
、
阻
害
す
る
「
習
染
」
の
影
響
を
検
討
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
は
良
知
の
自
然
性
を
損
な
う
後
天
的
作
為
的
な
力
・
作
用
で
あ
り
具
体
的
に

は
聞
見
・
知
見
・
知
識
、
常
識
と
し
て
具
現
し
、｢

光
景｣

（
仮
偽
の
良
知
）
を
生

み
出
し
、
ま
た
「
真
純
の
良
知
」
に
掏
り
替
わ
る
「
疑
似
の
良
知
」
と
な
る
。
龍
渓

は
天
泉
橋
問
答
で
緒
山
が
提
示
し
た
「
習
気
・
光
景
」
の
問
題
に
対
し
て
「
分
別
影

事
」
ま
で
深
く
考
慮
し
対
応
し
て
い
た
。
し
か
し
念
庵
と
の
討
論
で
良
知
説
の
構
造

的
脆
弱
性
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
こ
の
指
摘
は
「
当
下
一
念
」「
一
念
自
反
」「
自
悟

自
証
」
「
本
体
即
工
夫
」
が
効
力
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
を
構
造
的
に
示
唆
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
龍
渓
は
的
確
に
回
答
を
示
し
て
い
な
い
。
対
策
は

「
当
下
一
念
を
信
及
す
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
良
知
は
、
習
気
を
破
除
す
る
の
利
刀

に
し
て
、
縦
い
竊
発
あ
る
も
、
一
た
び
照
ら
せ
ば
即
ち
破
る
。
若
し
復
た
虚
意
見
を

以
て
之
に
雑
う
れ
ば
、
又
た
辜
負
を
成
す
。
」（
龍
集
⑰
尚
賢
以
徳
説
）
が
繰
り
返
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
龍
渓
の
良
知
現
成
論
へ
の
批
判
が
、
別
の
観
点
か
ら
弟
子
の
張
陽
和
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

張
陽
和
の
思
想
は
龍
渓
と
相
違
す
る
。
そ
の
大
略
は
『
明
儒
学
案
』
（
⑮
張
陽
和

小
伝
）
に
よ
る
と
、
①
四
無
説
の
龍
渓
に
従
学
す
る
が
、
陽
和
は
四
有
説
で
あ
っ
た
。 

②
「
龍
溪41

は
本
体
を
談
じ
て
工
夫
を
言
う
を
諱
み
、
本
体
を
識
得
す
れ
ば
、
便
ち

是
れ
工
夫42

。
」
と
し
て
い
る
と
陽
和
は
解
し
た
。
し
か
し
「
（
陽
和
は
）
信
ぜ
ず
し

て
、
本
体
は
本
り
說
く
可
べ
き
な
し
。
凡
そ
說
く
可
き
は
皆
な
工
夫
な
り
」
と
述
べ

て
本
体
の
強
調
に
警
戒
し
て
い
た
。
③
陽
和
は
龍
渓
の
三
教
一
致
に
は
反
対
で
あ
り
、

陽
和
と
龍
渓
、
双
方
と
も
思
想
的
に
異
な
る
と
認
識
し
て
い
た
。 

陽
和
の
思
想
は
明
ら
か
に
龍
渓
の
良
知
現
成
論
と
は
異
な
る
。
そ
の
う
え
で
龍
渓
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は
陽
和
に
講
学
の
意
図
が
「
性
命
」
に
あ
る
こ
と
を
説
き
、
講
学
の
弊
害
が
「
空
談
」

に
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
た
。
（
王
集
⑪
張
陽
和
宛
） 

龍
渓
は
「
性
命
之
学
」
の
探
求
の
た
め
「
離
家
出
遊
」
し
て
友
と
切
磋
琢
磨
し43

、

良
知
「
当
下
の
一
念
炯
然
」
の
も
と
世
間
と
摩
擦
が
あ
っ
て
も
「
性
命
の
学
」
に
邁

進
す
る
意
気
込
み
を
語
る
（
龍
集
⑪
答
張
陽
和
）
。
し
か
し
陽
和
は
、
世
儒
が
「
性

命
」
を
語
っ
て
い
る
が
実
際
に
は
言
行
不
一
致
と
指
摘
す
る
。 

「
世
儒
、
口
を
縦
に
し
て
性
命
を
談
じ
、
行
と
性
命
と
背
馳
す
る
者
、
少
な
か
ら

ず
。
」
（
張
集
⑥
復
性
説
）
。 

 

陽
和
は
師
の
龍
渓
を
信
頼
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
そ
の
理

由
は
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
上
で
参
考
に
な
る
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
は

在
職
の
陽
和
に
天
真
書
院
の
存
置
を
急
か
す
龍
渓
に
対
し
「
蓋
し
（
龍
渓
）
翁
は
向

に
山
林
に
処
り
、
久
し
く
世
と
隔
た
」
っ
て
い
る
と
見
な
し
、
激
変
す
る
官
界
・
世

間
、
現
実
社
会
へ
の
認
識
、
対
応
能
力
に
つ
い
て
陽
和
が
疑
問
視
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る44

（
張
集
⑤
復
王
龍
渓
翁
）
。
故
に
龍
渓
の
「
性
命
之
学
」
の
講
学
活
動
は

「
先
生
は
唯
だ
自
ら
心
を
信
じ
る
の
み
」
、
独
善
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
ま
た
儒
仏
を
混
同
す
る
と
し
て
龍
渓
思
想
の
特
色
の
「
三
教
一
致
」
も
受
容
で

き
な
か
っ
た45

。 

 

こ
れ
ら
の
陽
和
の
不
信
に
は
更
に
、
「
事
の
精
粗
、
人
の
賢
否
」
を
考
慮
し
な
い

「
性
命
之
学
」
の
講
学
者
達
の
実
情
が
あ
る
。
客
観
的
条
件
を
無
視
し
自
己
の
良
知

の
み
を
語
り
（
張
集
④
寄
馮
緯
川
）
、
し
か
も
「
空
言
に
努
め
躬
行
の
実
」
な
く
、

「
心
を
信
じ
て
行
い
を
遺
し
、
虚
無
を
崇
び
て
礼
法
を
蔑
る
」
と
映
る
。
こ
の
よ
う

な
「
作
偽
之
士
」
が
「
真
・
妙
用
」
を
高
唱
し
て
い
る
と
論
断
す
る46

。
こ
こ
か
ら

「
良
知
現
成
」
の
「
本
来
具
足
、
本
来
円
通
」
ば
か
り
論
じ
て
「
影
響
」
（
う
わ
べ

だ
け
の
空
虚
な
観
念
）
に
う
ご
か
さ
れ
「
嗜
慾
を
天
機
」、
「
情
識
を
智
惠
」
と
は
き

違
え
「
名
検
（
法
度
）
」
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
の

で
あ
る47

。 
 

こ
の
よ
う
に
良
知
現
成
の
講
学
の
実
情
を
批
判
し
つ
つ
も
陽
和
は
陽
明
思
想
を
基

本
的
に
は
支
持
し
、
格
物
説
、
四
句
教
に
も
賛
同
す
る
。
た
だ
良
知
の
「
良
」
を
理

由
に
「
無
善
無
悪
」
を
批
判
し
て
、
陽
明
の
「
無
善
無
悪
而
至
善
」
（
伝
録
・
上
）

の
本
体
に
於
い
て｢

至
善
＝
性
善｣

の
方
に
重
心
を
移
動
さ
せ
て
い
る
。
龍
渓
の

「
無
善
無
悪
」
を
強
調
す
る
無
的
思
想
か
ら
の
離
脱
を
明
示
し
て
い
よ
う
。
陽
和
は

「
自
是
自
信
」
を
排
し
「
実
学
」
を
目
指
し
て48

、
「
心
学
」
（
張
集
④
寄
馮
緯
川
）

の
立
場
か
ら
「
心
正
し
け
れ
ば
則
ち
理
正
し
か
ら
ざ
る
な
し
。
心
存
す
れ
ば
則
ち
理

存
せ
ざ
る
な
し
」
、
「
美
意
有
り
て
然
る
後
に
良
法
行
う
べ
し
」
（
張
集
⑤
答
昌
新
吾
）

と
述
べ
て
い
る
。 

龍
渓
は
前
述
の
よ
う
に
「
本
体
即
工
夫
・
二
項
渾
一
」
を
説
く
が
、
講
学
に
参
加

す
る
人
士
は
、
「
空
言
」
に
嵌
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
龍
渓
の
良
知
現
成
説
の

「
一
念
自
反
」
、
「
自
證
自
悟
」
、
本
体
即
工
夫
が
現
実
の
実
践
の
場
、
講
学
の
場
で

は
実
現
し
て
い
な
い
、
実
効
性
を
示
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

状
況
に
鑑
み
て
陽
和
は
一
歩
、
踏
み
込
ん
で
「
本
体
」
を
敢
え
て
主
題
と
し
な
い
打

開
策
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
本
体
、
良
知
を
観
念
的
に
措
定
す
る
「
光
景
」
を

回
避
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
の
講
学
を
勤
務
の
間
に
も
積
極
的
に
実
践
し
た
。 

龍
渓
と
陽
和
の
根
本
的
相
違
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

龍
渓
は
「
二
項
分
別
意
識
」
を
超
脱
し
、
本
体
に
信
頼
を
寄
せ
思
慮
案
配
を
排
し
て

「
当
下
一
念
」
「
一
念
自
反
」
を
強
調
し
、
本
体
即
工
夫
、
頓
悟
は
漸
修
を
「
兼
修
」

す
る
（
「
天
泉
証
道
紀
」）
と
す
る
。
し
か
し
世
儒
、
講
学
者
は
悟
を
説
く
が
現
実
に

は
「
悟―

修
」
が
分
離
し
て
い
る
未
悟
の
者
の
よ
う
な
の
で
賛
同
で
き
な
い
と
陽
和

は
判
断
す
る
。
そ
の
見
解
に
対
し
て
龍
渓
は
「
悟―

修
」
の
分
裂
に
つ
い
て
は
何
も

対
策
を
説
明
せ
ず
、
た
だ
「
狂
者
」
の
「
直
心
」
に
よ
る
言
動
を
評
価
す
べ
き
で
あ

っ
て
「
時
時
過
有
れ
ば
改
」
め
る
こ
と
が
「
入
聖
の
真
の
路
頭
」
と
の
み
応
じ
た
。

龍
渓
は
陽
和
に
「
悟―

修
」
分
裂
の
理
由
を
正
面
か
ら
答
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
当
下
一
念
」
の
「
信
得
及
と
信
不
及
」
の
相
違
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が

離
脱
の
決
定
的
な
理
由
で
あ
ろ
う
。 

で
は
陽
和
は
龍
渓
良
知
現
成
論
を
離
れ
て
「
習
気―

光
景
」
に
ど
の
様
に
対
応
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
陽
和
は
、
「
習
気
」
の
弊
害
を
認
識
し
て
い
る
が
（
張
集
④
ｐ

9
3

）
、
表
面
的
可
視
的
に
容
易
な
「
利
欲
」
を
重
視
し
て
い
る
。
緒
山―

龍
渓―

念
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庵
に
お
い
て
「
習
気
」
は
「
意
見―

光
景
」
を
生
起
さ
せ
る
た
め
、
本
体
に
直
接
、

習
染
す
る
「
勢
力
」
に
殊
の
外
注
意
す
る
。
対
し
て
陽
和
は
「
本
体
」
は
除
外
し
て

「
工
夫
」
に
注
力
す
る
。
つ
ま
り
具
体
的
な
場
で
の
表
面
化
す
る
「
名
利
」
の
方
を

困
難
と
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
「
本
体
」
方
面
よ
り
、
「
功
夫
」
方
面―

実
践
的
現
象

的
対
象
と
な
る
「
利
欲
」
に
着
目
す
る
。
根
因
の
「
習
気
」
を
軽
視
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
本
体
を
主
題
設
定
か
ら
外
し
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
利
欲
の
弊
害

を
「
見
聞
」
の
弊
害
と
同
列
に
扱
う
よ
う
に
な
る
。
龍
渓
が
「
意
見
」
は
「
利
欲
」

よ
り
除
去
が
困
難
と
述
べ
て
い
た
（
前
出
）
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
両
者
の
焦
点

が
異
な
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
張
陽
和
の
「
習
気―

光
景
」
へ
の
具
体
的

な
対
応
を
次
の
孟
我
疆
と
の
交
流
の
中
で
考
察
し
た
い
。 

 
 

 
 

陽
和
は
同
年
の
孟
我
疆
か
ら
師
の
張
後
覚
（
号
は
弘
山
、1

5
03

～1
57

8

）
の

「
弘
山
教
言
」
を
入
手
し
、
そ
れ
を
龍
渓
に
示
し
た
。
龍
渓
は
「
張
宏
（
弘
）
山
論

学
の
言
、
其
の
義
頗
る
精
」
（
龍
集
⑪
答
張
陽
和
）
と
高
く
評
価
し
、
「
簡
直
融
貫
」

「
耳
、
本
り
天
聰
、
目
、
本
り
天
明
」
、
「
一
心
を
以
て
万
法
を
建
立
す
」
と
い
う

「
根
源
的
主
宰
者
と
し
て
の
心
」
の
主
張
に
注
目
し
て
い
る
（
張
集
⑬
張
弘
山
墓

誌
）
。 

そ
し
て
我
疆
は
、
陽
和
が
示
し
た
龍
渓
の
「
天
泉
証
道
紀
」
に
対
し
て
「
陽
明
の

秘
伝
、
龍
渓
独
得
」
と
す
る
が
、
こ
の
後
に
続
け
て
「
無
善
無
悪
は
、
仏
氏
の
旨
」

と
し
て
四
無
説
を
批
判
し
て
い
る
（
孟
集
②
証
道
続
説
）
。
そ
れ
は
我
疆
が
「
人
性
、

有
善
而
無
悪
」
（
孟
集
②
性
善
説
下
）
と
本
性
の
「
至
善
」
を
強
調
し
、「
心
意
知
物
」

を
「
有
善
無
悪
」
＝
至
善
で
貫
徹49

さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
緒
山
の
四
有
説
と
は
異

な
る
が
、
「
元
来
之
心
、
有
善
無
悪
」
（
孟
集
②
格
物
弁
）
と
し
、
陽
明
の
四
句
教
を

「
有
善
無
悪
」
で
一
貫
し
て
解
釈
す
る
の
で
あ
る
（
孟
集
②
証
道
続
説
）
。
故
に
陽

明
の
「
心
の
不
正
を
正
す
」
格
物
説
を
説
か
な
い
。
陽
和
は
我
疆
と
は
異
な
り
陽
明

の
格
物
を
「
絶
え
て
疑
う
可
き
な
し
」
と
信
頼
す
る
が
、
本
体
の
性
格
を
「
無
善
無

悪
」
か
ら
「
至
善
」
へ
重
心
を
移
動
さ
せ
る
志
向
は
、
我
疆
と
同
じ
で
あ
る
。 

我
疆
の
基
本
は
、
「
心
学
」
（
孟
集
⑥31

a

）
で
あ
り
「
心
即
理
」
（
孟
⑥18

b

）
、

「
真
心
」
（
孟
集
⑥4

9
b

）
を
説
い
て
い
る
。
現
成
論
の
中
核
と
な
る
「
無
善
無
悪
」

を
批
判
す
る
が
、
「
当
下
に
真
心
を
発
す
れ
ば
、
一
了
百
自
了
」
（
孟
集
⑥3

4
b

）
と

述
べ
当
下
現
成
の
立
場
で
「
至
善
」
の
性
体―

主
宰
性
の
顕
現
を
明
確
に
し
、
「
天

真
」
「
真
心
」
に
よ
り
身
心
意
知
物
に
一
貫
さ
せ
て
進
推
し
て
い
く
。
我
疆
の
現
成

説
は
、
龍
渓―

弘
山
の
現
成
説
と
は
性
格
が
異
な
る
の
で
あ
る
。 

で
は
我
疆
は
「
習
気―

光
景
」
に
具
体
的
に
は
ど
の
様
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
我
疆
の
現
成
論
に
於
い
て
も
「
聖
人
よ
り
以
下
、
皆
な
自
賢
自
智
自
満
自
是
の

心
」（
孟
集
④
雜
言

2
3

）
が
あ
る
の
で
、「
天
真
」
の
障
礙
と
な
る
「
多
識
」（
孟
集

⑥
咏
学
）
は
警
戒
の
対
象
と
な
る
。
加
え
て
「
習
俗
移
人
、
雖
賢
者
不
能
免
。
」
を

引
用
し
、
習
俗
が
上
位
者
に
は
「
世
套
」
（
俗
世
の
慣
例
）
、
下
位
者
に
は
「
世
情
」

（
世
間
の
思
惑
）
と
な
っ
て
か
ら
ま
り
、
「
勢
利
」
に
急
ぎ
「
道
義
」
は
後
回
し
に

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
と
す
る50

。 

そ
こ
で
講
学
に
於
い
て
「
真
志
」
を
発
動
し
「
世
情
・
流
俗
」
の
超
脱
を
目
指
す

（
孟
集
④
雑
言
９
）
。
た
だ
我
疆
は
当
時
の
陽
明
後
学
が
現
成
説
の
「
易
簡
の
説
」

に
流
れ
「
性
命
」
に
専
心
し
眼
前
の
や
る
べ
き
職
務
を
一
切
放
棄
し
て
い
る
と
批
判

す
る
。
そ
れ
は
「
前
日
の
光
景
を
虚
し
く
す
る
を
悔
い
、
今
日
の
実
用
を
為
す
を
悟

る
」
と
「
光
景
」
弊
害
を
自
覚
す
る
か
ら
で
あ
る
（
孟
集
①
与
許
敬
庵
）
。
講
学
者

は
「
良
知
易
簡
の
説
」
（
現
成
説
）
を
「
禅
定
の
学
」
と
見
な
し
て
「
性
命
之
学
」

を
語
っ
て
お
り
、「
物
理
（
事
物
の
理
）」
は
言
わ
ず
、
実
学
も
廃
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
性
命
之
学
」
を
中
核
と
す
る
講
学
の
現
状
は
、
「
実
学
」
と
は
ほ
ど

遠
く
「
実
効
」
も
み
ら
れ
ず
、
「
空
言
を
尚
び
、
実
行
は
鮮
し
」(

孟
集
①
許
敬

菴
・
三)

と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
実
社
会
の
事
物
へ
の
認
識
と
対
応
を
厳
し

く
批
判
す
る
の
で
あ
る
。 

「
尊
ら
性
命
を
談
ず
る
も
物
理
を
論
ず
る
莫
く
、
外
に
孔
孟
を
言
い
て
内
に
仏
老
を

駕
し
、
相
い
会
し
て
孝
弟
に
言
及
す
れ
ば
則
ち
以
て
修
行
の
人
と
為
し
、
官
に
居
り

て
政
事
に
論
及
す
れ
ば
則
ら
以
て
功
名
の
士
と
為
す
。
こ
れ
実
学
日
に
微
に
し
て
実

效
著
れ
ず
。
」(

孟
集
①
与
査
毅
斎)

 

陽
和
は
我
疆
と
講
学
の
現
状
へ
の
認
識
を
共
有
し
我
疆
に
頓
悟
漸
修
論
を
説
い
た

（
張
集
⑤
答
孟
我
彊
）
。
我
疆
も
そ
れ
に
応
じ
て
「
一
真
百
真
」
と
し
な
が
ら
「
道
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は
超
悟
を
貴
び
、
学
は
真
修
を
貴
ぶ
」
と
「
頓
悟
漸
修
」
へ
の
志
向
を
示
す
の
で
あ

る
（
孟
集
⑤2

6
b

）
。
た
だ
陽
和
は
『
楞
厳
経
』
の
頓
悟
漸
修
を
説
い
て
「
悟
と
修

の
緊
張
」
「
一
念
の
正
邪
」
の
厳
し
い
あ
り
方
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
我
疆
が

「
至
善
の
一
貫
」
で
「
習
染
」
を
一
刀
両
断
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
な
姿
勢
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る51

。
陽
和
は
、
「
習
気
・
光
景
」
、
「
悟
・
修
」
の
問
題
に
対
し

て
着
実
な
頓
悟
漸
修
論
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
陽
和
は
、
当
時
の
現
成
論
の
羅
近
渓52

、
龍
渓
に
私
淑
し
た
周
海
門
に

頓
悟
漸
修
論
を
説
い
て
い
る
。
頓
悟
漸
修
論
が
良
知
現
成
論
者
に
ど
の
様
に
受
け
取

ら
れ
て
い
た
の
か
。
そ
の
実
情
の
確
認
は
、
万
暦
期
以
降
に
お
け
る
、
良
知
現
成
論

の
修
正
と
し
て
の
頓
悟
漸
修
論
の
位
置
を
見
定
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

近
渓
か
ら
陽
和
へ
の
書
簡
は
み
ら
れ
な
い
が
、
近
渓
に
対
し
、
楊
復
所
（
近
渓
の

弟
子
）
が
師
説
を
広
め
、
本
体
を
力
説
し
工
夫
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
説
く

可
き
は
み
な
功
夫
」
と
反
論
し
、
『
楞
厳
経
』
を
引
用
し
て
頓
悟
漸
修
論
を
主
張
し
、

悟
修
並
進
の
説
を
展
開
し
て
い
る53

。
陽
和
は
「
近
世
」
の
学
者
が
「
影
響
」
を
見

て
「
大
徹
大
悟
」
と
す
る
、
つ
ま
り
「
影
響
」
（
光
景
）
に
陥
っ
て
「
名
検
（
法
度
）
」

を
軽
ろ
ん
じ
て
い
る
と
批
判
し
て
「
悟
修
並
進
」
を
説
く
の
で
あ
る54

。 

 

ま
た
書
簡
の
往
復
は
な
い
が
「
不
二
斎
文
選
序
」
が
あ
る
周
海
門
（
名
は
汝
登
・

1
5
4
7

～1
6
2
9

）
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
陽
和
は
海
門
（
鄒
南
皋
が
龍
渓
思
想
の

継
承
者
と
見
な
す
。
願
集
④
周
海
門
七
十
序
）
に
近
渓
に
対
し
て
と
同
様
に
「
頓
悟

漸
修
」
を
述
べ
て
い
る55

。
海
門
は
陽
和
の
意
図
が
「
末
学
の
本
体
が
空
疎
な
る
」

こ
と
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
は
い
る
が
悟
修
（
頓
悟
漸
修
）
に

つ
い
て
は
言
及
が
な
い56

。 

 

以
上
、
龍
渓
の
良
知
現
成
論
を
軸
に
し
て
「
習
気―

光
景
」
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
検
討
し
て
き
た
。
頓
悟
漸
修
論
に
絞
る
と
、
陽
和
は
龍
渓
の
「
無
善
無
悪
」
に
依

ら
ず
に
頓
悟
主
義
に
対
し
て
そ
の
修
正
と
し
て
頓
悟
漸
修
論
を
主
張
す
る
。
我
疆
は

龍
渓
の
四
無
説
そ
の
も
の
を
排
し
、
別
途
に
「
至
善
」
の
本
体
を
強
調
す
る
当
下
現

成
論
を
提
示
し
、
且
つ
陽
和
の
頓
悟
漸
修
論
に
共
鳴
す
る
。
近
渓
、
海
門
は
陽
和
が

提
示
し
た
頓
悟
漸
修
論
を
理
解
は
す
る
が
特
段
に
同
調
し
な
い
。
彼
ら
は
龍
渓
と
同

様
に
「
当
下
」
を
強
調
し
て
「
習
気―

光
景
」
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
意
図
す
る
か

ら
で
あ
る57

。 

 

龍
渓
の
良
知
現
成
論
に
対
し
て
は
、
同
世
代
の
緒
山
が
「
習
気―

意
見―

光
景
」

を
重
視
し
て
四
無
説
に
対
し
て
四
有
説
を
説
き
、
念
庵
は
龍
渓
の
良
知
現
成
説
に
対

し
て
構
造
的
脆
弱
性
を
指
摘
し
て
「
現
成
良
知
な
し
」
と
否
定
し
た
。
次
世
代
に
於

い
て
は
弟
子
の
陽
和
の
離
脱
、
龍
渓
四
無
説
を
否
定
す
る
良
知
現
成
論
の
我
疆
な
ど

「
無
的
本
体
」
そ
の
も
の
を
声
高
に
は
批
判
は
し
な
い
が
、
「
本
体
の
体
質
」
を
変

更
し
「
無
善
無
悪
か
ら
至
善
へ
」
と
修
正
す
る
、
つ
ま
り
「
至
善
の
性
体
」
に
比
重

を
置
く
思
想
（
陽
和
・
我
疆
）
の
動
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
「
性
命
之
学
」
の
「
講
学
」
活
動
の
場
、
ま
た
一
般
の

実
践
の
場
で
は
龍
渓
の
渾
一
的
現
成
論
が
必
ず
し
も
「
効
果
」
を
示
す
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
、
と
い
う
実
証
で
あ
る
。
「
意
見
」
に
よ
る
「
光
景
」
が
未
解
決
で
「
実

効
」
が
な
い
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
「
性
命
之
学
」
に
没
入
す
る
龍
渓
良

知
現
成
論
は
「
習
気―

意
見―

光
景
」
の
根
本
問
題
解
決
に
「
無
效
」
と
見
切
り
を

付
け
て
の
修
正
、
離
脱
を
示
す
の
が
陽
明
思
想
圏
内
の
「
頓
悟
漸
修
論
」
で
あ
ろ
う
。 

で
は
次
の
世
代
の
頓
悟
漸
修
論
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

鄒
南
皋
に
於
い
て
検
討
し
た
い
。
張
居
正
の
門
生
で
あ
る
陽
和
が
、
居
正
の
奪
情
事

件
に
抵
疏
し
て
独
断
専
横
を
批
判
し
、
そ
の
た
め
に
貴
州
に
謫
戌
さ
れ
た
南
皋
の
言

動
に
贈
賦
し
て
称
賛
す
る
（
張
集
⑯
壮
哉
行
為
鄒
進
士
賦
）
。 

そ
れ
が
機
縁
と
な
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
海
門
は
、
南
皋
が
陽
和
を
「
知

る
こ
と
最
も
深
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
陽
明
学
の
南
皋
は
天
啓
四
年
（16

2
4

）
が

卒
年
で
あ
る
。
明
末
に
於
け
る
良
知
現
成
論
の
実
態
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
と
言

え
る
。 

 
 
 

 第
五
章 

万
暦
・
天
啓
期
の
良
知
現
成
説
の
変
遷 

鄒
南
皋
は
、
万
暦
五
年
（1

5
77

）
の
進
士
で
あ
る
が
、
同
籍
に
「
心
友
」
と
す

る
（
願
集
③
許
敬
庵
）
周
海
門
や
楊
復
所
が
い
る
。
万
暦
十
一
年
（1

5
83

）
卒
の

龍
渓
と
は
直
接
の
交
渉
は
な
い
が
、
龍
渓
の
渾
一
的
現
成
論
の
系
統
を
ひ
く
海
門
、
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復
所
、
ま
た
先
述
の
我
疆
と
は
思
想
交
流
が
あ
っ
た
。
南
皋
は
、
当
時
の
良
知
現
成

論
を
中
心
と
し
た
思
想
圏
内
の
動
向
・
思
潮
を
熟
知
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。 

 

南
皋
は
進
士
合
格
の
後
、
一
ヶ
月
ほ
ど
近
渓
に
侍
従
す
る
。
近
渓
の
良
知
現
成
論

へ
の
見
解
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
近
渓
は
「
功
夫
の
宗
旨
」
と
し
て
「
入
門
処
即

結
果
、
結
果
処
即
入
門
」
「
本
体
即
工
夫
、
工
夫
則
本
体
」
を
熱
心
に
説
い
て
い
る

（
願
集
④
識
仁
篇
序
）
。
「
入
門
即
結
果
」
「
本
体
即
工
夫
」
は
二
項
渾
一
の
良
知
現

成
論
の
特
徴
で
あ
る
が
、
南
皋
に
は
そ
の
「
教
旨
」
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
（
願
集

⑥
羅
近
渓
墓
誌
銘
）
と
記
し
て
い
る
。
近
渓
の
思
想
は
、
頓
悟
主
義
で
あ
り
頓
悟
漸

修
論
は
と
ら
な
い
。
た
だ
習
気―
光
景
、
そ
し
て
「
当
下
」
（
前
出
。
拙
稿
を
参
照
）

に
関
し
て
は
深
く
洞
察
し
て
い
る
。
近
渓
の
良
知
現
成
論
の
本
体
は
「
無
善
無
悪
」

で
は
な
く
て
「
無
声
無
臭
」
と
す
る
の
で
龍
渓
の
「
「
無
善
無
悪
」
の
無
的
現
成

論
・
頓
悟
主
義
の
修
正
と
も
言
え
る
の
で
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
近
渓
は 

習

気
が
上
智
・
中
人
の
様
々
な
局
面
で
浸
透
し
作
用
し
て
「
意
念
の
端
倪
・
見
聞
の
想

像
」
（
羅
汝
芳
集
・
上

p
1
8
1

）
が
形
成
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
と
に
「
知
解
・
知
識
・

意
見
」
は
表
面
化
し
に
く
く
除
去
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
そ
れ
ら
の
「
影
響
（
う
わ

べ
）
」
を
（
と
ら
え
て
）
「
透
悟
」
と
誤
解
し
、
「
習
気
」
を
尊
ん
で
「
学
問
」
と
錯

覚
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
深
い
懸
念
を
示
す
。
「
光
景
」
へ
の
警
告
で
あ
る
。 

「
知
解
意
見
に
溺
れ
る
者
、
誤
り
て
影
響
を
以
て
透
悟
と
為
す
。
然
り
而
し
て
声
利

名
検
の
習
、
之
を
除
く
や
易
く
、
知
識
意
見
の
習
は
、
之
を
除
く
や
難
し
。
（
中
略
）

蓋
し
習
気
を
宝
（
＝
尊
）
び
以
て
学
問
と
為
す
。
」
（
羅
汝
芳
集
・
上p4

2
5

） 

近
溪
の
「
習
気
・
習
心―

知
識
・
意
見―

光
景
」
と
い
う
認
識
は
、
良
知
現
成
説
の

龍
渓
と
同
じ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
陽
和
は
、
南
皋
に
「
妙
悟
」
と
「
躬
行
」
の
不
一
致
を
説
い
て
い
た
が
（
張

集
⑤
復
鄒
南
皋
）58

、
そ
の
影
響
は
確
認
で
き
な
い
。
南
皋
は
頓
悟
漸
修
論
を
主
張

し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
皋
は
「
煩
悩
即
菩
提
」
（
語
義
・
会
語
下

1
5
b

）

と
す
る
「
頓
悟
」
を
基
盤
と
す
る
が
、「
知
見
を
湊
泊
（
付
着
）」
し
「
本
体
を
猜
想

（
推
量
）
」
し
て
観
念
化
す
る
の
で
（
語
義
・
会
語
下

3
0
a

）
、
「
超
悟
は
得
易
け
れ

ど
も
成
就
は
難
し
」
（
語
義
・
会
語
下

3
3
b

）
と
み
て
「
悟
後
の
修
」
の
必
要
性
を

説
い
て
い
る
（
語
義
・
会
語
下

31
b

）
。
つ
ま
り
「
習
気
は
化
し
難
」
く
「
頓
消
」

が
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
（
語
義
・
会
語
下

29
b

）
、
「
習
気
」
に
よ
る
「
知
見
」

（
意
見
）
が
「
光
景
」
を
生
起
す
る
た
め
に
「
悟
後
の
修
」
が
必
要
と
い
う
の
は
陽

和
と
同
一
の
志
向
と
言
え
よ
う
。
故
に
南
皋
は
「
現
成
」
に
は
慎
重
に
か
ま
え
「
良

知
を
語
ら
な
い
の
が
真
の
良
知
」（
願
⑧
書
白
鷺
会
答
問
復
）
と
述
べ
た
。 

こ
の
よ
う
に
「
悟
後
の
修
」
を
志
向
す
る
の
で
南
皋
は
「
当
下
一
念
」
で
「
現
成
」

と
す
る
の
で
は
な
く
「
理
は
頓
悟
有
り
て
、
事
は
漸
修
を
以
て
す
」
と
頓
悟
漸
修
論

を
主
張
す
る59

。
そ
し
て
安
易
な
「
良
知
現
成
」
受
容
に
は
厳
し
い
現
実
認
識
を
示

し
「
聖
凡
の
別
」
を
強
調
す
る
。 

「
今
、
一
種
の
議
論
あ
り
。
只
だ
此
れ
現
成
を
享
用
し
、
纔
か
に
克
治
防
検
を
説
け

ば
、
便
ち
捏
造
造
作
と
云
い
、
日
用
穿
衣
喫
飯
は
、
即
ち
聖
人
の
妙
用
に
同
じ
く
す
。

我
切
に
以
為
ら
く
、
然
ら
ず
、
と
。
夫
れ
聖
凡
の
別
な
る
や
、
豈
に
止
だ
千
里
を
遠

し
と
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。」
（
語
義
合
編
・
会
語
下32

b

） 

 

以
上
、
龍
渓
の
頓
悟
主
義
・
良
知
現
成
説
へ
の
修
正
・
批
判
を
、
銭
緒
山―

羅
念

庵―

張
陽
和―

孟
我
疆―

鄒
南
皋
を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
中
核
と
し
た
視

点
は
「
習
気
・
習
心
・
習
俗―

知
識
・
意
見―

光
景
」
と
連
続
す
る
、
良
知
の
自
然

性
を
損
な
う
後
天
人
為
的
な
力
（
習
染
）
で
あ
る
。
こ
の
「
習
気―

光
景
」
問
題
の

深
刻
さ
は
、
念
庵
が
示
し
た
陽
明
思
想
に
潜
在
す
る
構
造
的
脆
弱
性
に
表
れ
て
い
る
。

故
に
南
皋
は
「
習
気
を
除
か
ん
と
欲
す
る
も
、
亦
た
是
れ
習
気
」
（
語
義
・
会
語
下

33
-
b

）
と
そ
れ
か
ら
の
脱
却
を
望
み
な
が
ら
も
苦
渋
を
吐
露
し
た
の
で
あ
る
。 

習
染
に
よ
る
「
習
気
・
習
心
・
習
俗
」
な
ど
は
、
無
分
別
自
然
の
「
良
知
良
能
」

＝
良
知
の
判
断
を
遮
る
知
解
・
知
識
・
意
見
と
し
て
具
現
化
し
、
「
光
景
」（
仮
偽
の

良
知
＝
観
念
化
し
た
良
知
・
本
体
）
を
生
起
す
る
。
「
知
解
意
見
の
人
為
」
と
「
良

知
良
能
の
自
然
」
と
の
明
瞭
な
相
違
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
意
見
」
そ
の
も
の
が
「
疑

似
の
良
知
」
に
錯
覚
さ
れ
「
真
純
の
良
知
」
に
掏
り
替
わ
る
。
人
間
が
社
会
の
中
で

文
化
的
知
的
生
活
を
し
て
い
る
以
上
、
両
者
の
腑
分
け
は
甚
だ
困
難
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
陽
明
が
「
懸
空
」（
観
念
化
）、「
光
景
」
（
観
念
的
良
知
）
を
警
告
し
た
意

味
で
あ
る
。
陽
明
自
身
は
、
良
知
説
の
弱
点
を
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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頓
悟
漸
修
論
は
、
良
知
現
成
説
に
対
し
て
、
陽
明
学
内
部
か
ら
「
実
効
性
」
の
欠

如
を
批
判
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
実
効
」
志
向
の
頓
悟
漸
修
論
は
、
頓
悟
現

成
主
義
と
異
な
り
、
二
項
渾
一
の
場
を
「
一
念
」
で
押
し
切
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
。

「
漸
修
」
に
於
い
て
「
衆
情
・
人
情
」
・
社
会
通
念
・
伝
統
的
社
会
的
規
範
な
ど
と

摺
り
合
わ
せ
調
整
し
現
実
社
会
の
動
向
に
対
応
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
の
で
あ
る
。 

頓
悟
漸
修
論
は
明
末
の
激
動
す
る
社
会
で
の
「
良
知
現
成
論
」
の
変
遷
の
一
形
態

を
示
す
が
、
龍
渓
以
外
の
良
知
現
成
論
（
例
え
ば
耿
天
台
な
ど
）
の
当
下
論
と
合
わ

せ
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
念
庵
が
指
摘
し
た
構
造
的
脆
弱
性
の
再
考
に
連

続
す
る
。
ま
た
南
皋
の
「
聖
凡
の
区
別
」
は
「
満
街
都
是
聖
人
」
（
伝
録
・
下

1
1
3

）

を
勘
案
す
る
と
新
た
な
人
間
像
の
模
索
の
兆
候
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
明
末
清

初
期
の
思
潮
の
中
で
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。 

 
 
 

 
 
 
 

 

   

〔
注
〕 

 1 

王
龍
渓
（
名
は
畿
、
字
は
汝
中
。1

4
9
8

～1
5
8
3

）
、
張
陽
和
（
名
は
元
忭
、
字
は

子
藎
。1

5
3
8
 
-
1
5
8
8

）
、
孟
我
疆
（
名
は
秋
、
字
は
子
成
。1

5
2
5

～1
58

9

）
、
鄒
南

皋
（
名
は
元
標
、
字
は
爾
瞻
。1

5
5
1

～1
6
4
2

）
。 

○
な
お
孟
我
疆
・
張
弘
山
（
後
出
）
の
思
想
に
つ
い
て
は
拙
論
「
孟
我
疆
の
思
想
に

つ
い
て―

万
暦
期
現
成
論
の
一
考
察―

」
（
九
州
中
国
学
会
報
・
第

24

巻
・1

98
3

）
、

鄒
南
皋
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
儒
鄒
南
皋
の
思
想―

頓
悟
漸
修
論
を
中
心
に
し
て
ー
」

（
荒
木
見
悟
先
生
退
休
紀
念
中
国
哲
学
史
研
究
論
集
・1

9
8
1

）
を
参
照
。 

○
本
稿
の
資
料
は
以
下
の
様
に
略
記
す
る
。
『
王
文
成
公
全
書
』
は
〔
王
集
〕、『
伝

習
録
』
は
〔
伝
録
〕
、
『
銭
徳
洪
語
錄
詩
文
輯
佚
』
は
〔
銭
集
〕
、『
王
畿
集
』
は
〔
龍

集
〕
、
『
羅
洪
先
集
』
は
〔
羅
集
〕
、『
張
元
汴
集
』
は
〔
張
集
〕
。
以
上
の
「
銭
集
」

「
龍
集
」
「
羅
集
」
「
張
集
」
は
陽
明
後
学
文
献
叢
書
本
で
あ
る
。
『
孟
我
疆
集
』
は

〔
孟
集
〕
、
『
願
学
集
』
は
〔
願
集
〕
、
南
皋
の
『
語
義
合
編
』
は
〔
語
義
〕
。〔
王
集

③
～
）
と
は
〔
王
集
巻
三
～
〕
の
意
で
あ
る
。
傍
線
、
括
弧
類
は
筆
者
記
入
。 

○
本
稿
は
、
書
院
・
講
学
を
弾
圧
し
た
張
居
正
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
論
究
す
べ
き

 

で
あ
る
が
は
別
稿
に
て
お
こ
な
い
た
い
。 

 2 

「
世
之
講
学
者
有
二
。
有
講
之
以
身
心
者
、
有
講
之
以
口
耳
者
。
講
之
以
口
耳
揣

摸
測
度
求
之
影
響
者
也
。
講
之
以
身
心
行
著
習
察
実
有
諸
已
者
也
。
」（
伝
録
・

中
・
答
羅
整
菴
書
） 

 3 

「
先
生
林
下
四
十
余
年
、
無
日
不
講
学
。
自
両
都
及
吳
・
楚
・
閩
・
越
・
江
・
浙

皆
不
有
講
舍
、
莫
不
以
先
生
為
宗
盟
。
年
八
十
、
猶
周
流
不
倦
。」
（
明
儒
学
案
⑫
王

龍
渓
小
伝
）
を
参
照
。 

 4 

「
時
常
処
家
、
与
親
朋
相
燕
暱
、
与
妻
奴
佃
僕
相
比
狎
、
以
習
心
対
習
事
、
因
循

隱
約
、
固
有
密
制
其
命
而
不
自
覚
者
。
才
離
家
出
遊
、
精
神
意
思
便
覚
不
同
。
与
士

夫
交
承
、（
中
略
）
晨
夕
聚
処
、
専
干
弁
此
一
事
、
非
惟
間
思
妄
念
無
従
而
生
、
雖

世
情
俗
態
亦
無
従
而
入
、
精
神
自
然
専
一
、
意
思
自
然
沖
和
。
教
学
相
長
、
欲
究
極

自
己
性
命
。」
（
龍
渓
会
語
⑥
天
山
問
答
）（
龍
集
⑤
天
柱
山
房
会
語
・
与
張
陽
和
、

周
継
実
、
裘
子
充
問
答
） 

 5 

「
先
生
孜
孜
学
道
八
十
年
、
猶
未
討
帰
宿
、
不
免
沿
門
持
持
鉢
、
習
心
習
境
、
密

制
其
命
、
此
時
是
善
是
悪
。
只
口
中
労
労
、
行
脚
仍
不
脫
在
家
窠
臼
、
孤
負
一
生
、

無
処
根
基
、
惜
哉
。
（
中
略
）
至
龍
溪
、
直
把
良
知
作
仏
性
看
、
懸
空
期
個
悟
、
終

成
玩
弄
光
景
、
雖
謂
之
操
戈
入
室
可
也
。
」
（
王
龍
溪
畿
・
明
儒
学
案
・
師
説
） 

 6 

「
某
扵
此
良
知
之
説
、
百
死
千
難
中
得
来
。
不
得
巳
与
人
一
口
說
尽
。
恐
学
者
得

之
容
易
、
把
作
一
種
光
景
玩
弄
、
不
実
落
用
功
負
此
知
耳
。
」
（
陽
明
年
譜
五
十
才
） 

 7 
「
吾
良
知
二
字
、
自
龍
場
巳
後
、
便
已
不
出
此
意
。
」
（
銭
集
・
刻
文
録
叙
説
） 

 8 

頓
悟
漸
修
論
に
つ
い
て
は
荒
木
見
悟
氏
の
「
頓
悟
と
漸
修
」
（『
陽
明
学
の
位
相
』

第
四
章
・1

9
92

）、
同
氏
の
「
頓
悟
漸
修
の
実
践
論
」（『
仏
教
と
陽
明
学
』
第
十
三

章
・19

7
9

）
を
参
照
。 
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 9 
 

張
陽
和
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
察
は
荒
木
見
悟
氏
の
「
明
儒
張
陽
和
論―

良
知

現
成
論
の
一
屈
折―

」
（
『
明
代
思
想
史
研
究―

明
代
に
於
け
る
儒
教
と
仏
教
の
交
流

―

』
「
第
七
章
・
創
文
社
・1

9
7
2
)

が
あ
る
。 

 10 

「
時
瑾
憾
未
巳
。
自
計
、
得
失
榮
辱
、
皆
能
超
脫
、
惟
生
死
一
念
尚
未
化
。
乃

為
石
墎
自
誓
曰
、
吾
惟
俟
命
而
已
。
日
夜
端
居
澄
黙
、
以
求
静
一
。
久
之
胸
中
灑
灑
。

（
中
略
）
因
念
、
聖
人
䖏
此
更
有
何
道
。
忽
中
夜
大
悟
格
物
致
知
之
㫖
。（
中
略
）

始
知
聖
人
之
道
吾
性
自
足
。
向
之
求
理
於
事
物
者
誤
也
。
」
（
陽
明
年
譜
三
七
才
） 

王
陽
明
の
生
死
観
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
王
陽
明
に
於
け
る
生
死
観―

無
分
別
の
観

点
か
ら
ー
」
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
・
第
七
号
・2

00
9

）
を
参
照
。 

 
 

11 

「
二
項
不
分
渾
一
」
に
関
し
て
は
「
二
分
法
超
脱
」
（
「
大
西
晴
隆
『
王
陽
明
』

p
2
0

・
講
談
社
・1

9
7
9

）
も
参
照
。 

「
分
別
」
に
つ
い
て
は
「
（
朱
子
）
曰
「
我
這
裏
、
正
に
思
量
分
別
を
要
す
。
能
く

思
量
分
別
し
て
、
方
め
て
豁
然
貫
通
の
理
有
り
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
卷
一
一
六
）
を

参
照
。
朱
子
学
の
「
分
別
」
に
関
し
て
は
荒
木
見
悟
氏
の
「
陽
明
学
と
大
慧
禅
」

（
『
陽
明
学
の
位
相
』
第
七
章
・1

9
9
2

・
研
文
出
版
）
を
参
照
。 

 
 

12 

「
問
夭
壽
不
貳
。
先
生
曰
、
学
問
功
夫
扵
一
切
聲
利
嗜
好
俱
能
脫
落
殆
尽
、
尚

有
一
種
生
死
念
頭
毫
髪
掛
帯
、
便
扵
全
体
有
未
融
釈
処
。
」
（
伝
録
・
下7

8

）
を
参

照
。 

 13 

「
二
項
」―

自
他
、
主
客
、
内
外
、
本
末
、
終
始
、
な
ど
を
説
明
す
る
場
合
、

「
関
係
」
の
語
の
使
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
次
を
参
照
「
関
係
と
言
う
と
、

前
も
っ
て
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
る
二
つ
の
も
の
の
関
係
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
」
（
藤
田
正
勝
『
哲
学
の
ヒ
ン
ト
』
岩
波
新
書
・p

9
8

）。 

 14 

「
愛
問
、
『
知
止
而
後
有
定
』
、
朱
子
以
為
『
事
事
物
物
皆
有
定
理
』
（
大
学
或

問
）
、
似
与
先
生
之
説
相
戻
」
。
先
生
曰
「
於
事
事
物
物
上
求
至
善
、
却
是
義
外
也
。

至
善
是
心
之
本
体
。
」
（
伝
録
・
上2

） 

  15 

「
故
無
心
則
無
身
、
無
身
則
無
心
。
但
指
其
充
塞
処
言
之
謂
之
身
、
指
其
主
宰

処
言
之
謂
之
心
、
指
心
之
発
動
処
謂
之
意
、
指
意
之
霊
明
処
謂
之
知
、
指
意
之
渉
著

処
謂
之
物
、
只
是
一
件
。
」（
伝
録
・
下1

） 

 16 

「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虛
霊
不
昧
、
以
具
衆
理
而
応
万
事
者
也
。」

（『
大
学
章
句
』
朱
注
）。
「
虚
霊
不
眛
、
衆
理
具
而
万
事
出
。
心
外
無
理
。
心
外
無

事
。」
（
伝
録
・
上32

） 

 17 

「
朱
子
所
謂
格
物
云
者
、
在
即
物
而
窮
其
理
也
。
即
物
窮
理
是
就
事
事
物
物
上

求
其
所
謂
定
理
者
也
。
是
以
吾
心
而
求
理
於
事
事
物
物
之
中
、
心
与
理
為
二
矣
。
」

（
伝
録
・
中
・
答
顧
東
橋
書
） 

 18  

こ
れ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
荒
木
見
悟
氏
、
島
田
虔
次
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
荒
木
見
悟
氏
「
知
行
合
一
」（『
陽
明
学
の
位
相
』
第
５
章
）
。
同
趣
旨
で
島
田

虔
次
氏
『
王
陽
明
集
』（
中
国
文
明
選6

・1
9
75

；
本
来
的
知
行p4

1

／
二
次
的
な

知
行p4

0

／
「
陽
明
の
場
合
「
知
」
と
は
知
識
の
で
は
な
く
、
つ
ね
に
良
知
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。p

42

」
を
参
照
。 

 19 

「
先
師
（
陽
明
）
曰
「
致
知
在
格
物
、
良
知
、
是
知
行
之
本
体
、
致
、
是
知
行

之
功
夫
、
格
物
正
所
以
致
之
也
。」（
龍
集
⑩
再
答
吳
悟
齋
）
も
参
照
。 

 20 

「
夫
聖
人
之
学
。
不
失
其
本
心
而
已
。
心
之
良
知
之
謂
知
。
心
之
良
能
之
謂
行
。

良
知
、
良
能
一
也
。
故
行
也
者
。
知
之
真
切
運
用
、
而
知
也
者
、
行
之
明
覚
精
察
。

本
合
一
者
也
。
知
不
真
切
運
用
。
是
謂
億
度
、
非
本
心
之
知
、
行
而
不
明
覚
精
察
。

是
謂
冥
罔
。
非
本
心
之
行
矣
。
故
学
以
不
失
其
本
心
者
。
必
盡
其
知
行
合
一
之
功
。

然
後
能
得
其
知
行
合
一
之
体
。
」（
歐
陽
德
集
①
答
李
古
原
・
一
） 

 21 

こ
こ
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
。「
夫
人
惟
一
心
。
心
惟
一
念
。
一
念
之
中
。
明

覚
精
察
之
謂
知
。
真
切
懇
到
之
謂
行
。
（
中
略
）
故
心
之
知
行
本
一
。
而
人
之
不
能

一
者
。
失
其
本
心
者
也
。
故
学
之
道
。
必
念
念
明
覚
精
察
。
念
念
真
切
懇
到
。
」
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（
欧
陽
徳
集
④
答
馮
州
守
） 

 22 

「
知
行
合
一
、
自
是
本
体
、
猶
云
知
即
行
也
、
行
即
知
也
。
不
知
、
不
得
謂
之

行
。
猶
不
行
、
不
得
謂
之
知
也
。
故
（
伝
習
）
録
云
「
「
知
之
真
切
篤
実
処
、
即
是

行
。
」
・
・
・
「
行
之
明
覚
精
察
処
、
即
是
知
。
」・
・
・
是
本
体
也
、
即
工
夫
也
。」

（
聶
豹
集
⑪
答
董
明
建
・
三
） 

 23 

「
知
行
合
一
、
王
文
成
先
生
論
之
詳
矣
。
学
固
有
箇
知
箇
行
。
其
実
不
是
両
事
。

即
一
念
之
明
覚
是
知
、
即
一
念
之
真
篤
是
行
。
不
真
篤
不
可
謂
之
明
覚
、
不
明
覚
不

可
謂
之
真
篤
。
故
知
行
原
是
合
体
、
正
心
誠
意
致
知
格
物
旧
教
只
是
一
箇
功
夫
。
」

（
大
学
述
答
問
・3

2
a

） 

 24 

「
知
之
真
切
篤
実
処
、
既
是
行
。
行
之
明
覚
精
察
処
、
即
是
知
。
知
行
工
夫
、

本
不
可
離
。
只
為
後
世
学
者
分
作
両
截
用
功
、
失
却
知
行
本
体 

。（
中
略
）
蓋
失

其
本
心
者
也
。
」
（
伝
録
・
中
・
答
顧
東
橋
） 

 25 

「
問
知
行
合
一
。
先
生
曰
、
「
此
須
識
我
立
言
宗
旨
。
今
人
学
問
、
只
因
知
行
分

作
両
件
。
故
有
一
念
発
動
、
雖
是
不
善
、
然
却
未
曾
行
、
便
不
去
禁
止
。
我
今
説
箇

知
行
合
一
、
正
要
人
曉
得
一
念
発
動
処
、
便
即
是
行
了
、
発
動
処
有
不
善
、
就
將
這

不
善
的
念
克
倒
了
、
須
要
徹
根
徹
底
不
使
那
一
念
不
善
潛
伏
在
胸
中
、
此
是
我
立
言

宗
旨
。
」
（
伝
録 

巻
下2

6

） 

 26 

「
前
出
注3

」
参
照
。
ま
た
（
陽
明
年
譜
五
十
才
）
「
今
始
立
此
四
句
。
人
心
自

有
知
識
以
来
已
為
習
俗
所
染
。
今
不
教
他
在
良
知
上
実
用
為
善
去
悪
功
夫
、
只
去
懸

空
想
箇
本
体
、
一
切
事
為
俱
不
着
実
。
」
（
陽
明
年
譜
五
六
才
） 

 27 

「
習
心
」
の
理
解
に
は
以
下
を
参
照
。「
葢
良
知
良
能
元
不
䘮
失
、
以
昔
日
習
心

未
除
、
却
須
存
習
此
心
、
久
則
可
奪
旧
習
。
此
理
至
約
惟
患
不
能
守
既
能
体
之
而
楽

亦
不
患
不
能
守
也
。
」
（
程
明
道
「
二
程
遺
書
」
②
上
） 

ま
た
習
気
の
潜
入
と
除
去
の
困
難
さ
に
つ
い
て
は
明
末
の
陽
明
学
者
・
王
塘
南

（
名
時
槐
、
字
子
植
。1

5
2
2

～1
6
0
5

）
の
見
解
が
参
考
に
な
る
。 

 

「
蓋
学
者
研
幾
入
於
幽
微
則
善
矣
。
不
然
、
則
性
雖
本
善
、
而
霊
竅
一
開
、
漸
渉
形

気
、
則
外
染
得
以
乗
之
、
将
習
気
浸
漬
潜
伏
於
意
識
之
根
而
不
自
覚
、
乃
知
聖
凡
之

介
、
於
幾
焉
弁
之
而
己
。
是
故
談
悟
非
難
、
而
克
己
為
切
、
研
幾
者
、
克
己
人
微
之

功
、
古
之
君
子
所
以
没
歯
而
不
敢
懈
者
也
。
（
友
慶
堂
合
稿
⑥
書
巻
贈
王
林
二
生
）。

な
お
「
習
気
」
に
関
し
て
は
拙
稿
「
王
塘
南
の
思
想―

『
古
本
大
学
』
と
『
石
経
大

学
』
の
解
釈
を
通
し
て
ー
』（
活
水
日
文
55
号
・2

0
14

）
を
参
照
。 

 28 

「
嘉
靖
元
年
、
二
月
竜
卒
山
公
」「
越
俗
宴
弔
客
、
必
列
餅
糖
、
設
文
綺
烹
割
肥

以
競
豐
侈
。
先
生
尽
革
之
。
」
、「
後
甘
泉
先
生
来
弔
、
見
肉
食
不
喜
。
遺
書
致
責
。

先
生
引
罪
不
弁
。
」
（
陽
明
年
譜
五
一
才
） 

 29 

陽
明
の
父
の
「
居
喪
の
慟
哭
」
の
意
図
に
、
弟
子
の
張
陽
和
は
疑
問
を
も
ち
質
問

し
た
。
陽
和
は
、
「
元
忭
、
奉
二
親
疾
、
湯
薬
口
嘗
弗
進
、
居
喪
毀
瘠
、
遵
用
古
礼
、

鄉
人
多
化
之
。
」（
明
史
・1

7
1

・
儒
林
二
。
明
儒
学
案
・
張
元
忭
小
伝
）、
と
評
さ

れ
、「（
喪
礼
な
ど
）
夫
風
俗
之
転
移
、
由
士
大
夫
家
倡
之
。
」（
張
集
③
与
朱
金
庭
親

家
議
喪
礼
書
）
と
述
べ
て
「
古
礼
」
を
重
視
す
る
。 

王
龍
渓
は
、
陽
明
の
「
居
喪
慟
哭
」
の
行
動
に
関
し
て
、
「
循
守
格
套
」
の
形
だ
け

の
慟
哭
で
は
な
く
、
良
知
の
「
衷
」
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。（
王
集

⑤
天
柱
山
房
会
語
・
与
張
陽
和
、
周
継
実
、
裘
子
充
問
答
・
三
） 

 30  

「
家
有
父
兄
宗
党
、
見
義
当
為
而
衆
情
未
協
。
若
同
衆
則
狥
俗
、
違
衆
則
傷
情
。

如
何
。
曰
、
此
在
良
知
上
求
。
良
知
自
能
委
曲
、
可
同
則
同
之
、
不
可
同
則
違
之
、

此
亦
不
在
事
上
。
良
知
自
能
尽
人
之
性
。」
（
銭
集
・
語
録
・2

7

） 

「
問
、
学
問
在
人
情
物
理
上
做
、
能
於
人
情
無
拂
、
便
是
工
夫
否
。
曰
、
只
求
不
拂

良
知
、
於
人
情
自
然
通
得
。
良
知
自
是
人
人
所
同
、
若
只
求
不
拂
人
情
、
便
是
徇
人

忘
己
。
」（
銭
集
・
語
錄4

2

） 

 31 

「
徳
洪
曰
、
心
体
原
来
無
善
無
悪
。
今
習
染
旣
久
覚
心
体
上
見
有
善
悪
在
。（
中

略
）
人
心
自
有
知
識
以
来
、
已
為
習
俗
所
染
。
今
不
教
他
在
良
知
上
実
用
為
善
去
悪

功
、
夫
只
去
懸
空
想
箇
本
体
、
切
事
為
俱
不
着
実
、
此
病
痛
不
是
小
小
不
可
。
」
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（
陽
明
年
譜
五
六
才
・
天
泉
橋
問
答
） 

 32 

「
師
既
沒
音
容
日
逺
、
吾
党
各
以
己
見
立
說
。
学
者
稍
見
本
体
、
即
好
為
徑
超

頓
悟
之
說
、
無
復
有
省
身
克
巳
之
功
。
謂
一
見
本
体
、
超
聖
可
以
跂
足
。
（
中
略
）

簡
略
事
為
、
言
行
無
顧
、
甚
者
蕩
滅
礼
教
。
」
（
銭
集
・
大
学
問
序
跋
ｐ1

98

） 

 33 

「
世
之
論
学
者
。
（
中
略
）
彼
特
敏
頴
以
為
知
者
。
執
言
詮
為
了
達
。
是
以
知
解

見
性
。
非
自
然
之
良
知
也
。
侍
僕
厚
以
為
質
者
。
執
持
守
以
功
。
是
以
刻
意
為
行
。

非
自
然
之
良
能
也
。
」
（
銭
集
・
賀
黎
岐
池
序
略
ｐ1

6
0

） 

 34 

「
（
銭
徳
）
洪
、
賦
質
魯
鈍
。
向
来
習
陋
未
除
。
誤
認
意
見
為
本
体
。
意
見
習
累
、

相
為
起
減
、
雖
百
倍
懲
克
、
而
於
此
体
、
終
隔
程
途
。
無
有
灑
然
了
徹
之
期
。
」

（
銭
集
・
与
趙
大
洲
書
ｐ1

5
8

） 

 35 

「
師
門
良
知
之
旨
、
千
古
絶
学
。
本
心
之
霊
性
是
神
解
。
不
同
妄
識
托
境
仗
縁

而
知
。
譬
之
明
鏡
之
照
物
、
妍
媸
黒
自
一
照
而
皆
真
。
所
謂
知
也
。
妍
媸
黒
白
、
照

中
分
別
影
事
、
所
謂
識
也
。
若
執
妍
媸
黒
白
以
為
鏡
体
、
則
霊
知
反
為
所
蔽
矣
。
此

古
今
撃
術
毫
釐
之
弁
也
。
幸
密
察
之
。
」
（
龍
集
⑪
答
劉
凝
斎
） 

 36 

「
習
気
為
害
最
重
。
一
鄉
之
善
不
能
友
一
国
、
一
国
之
善
不
能
友
天
下
、
天
下

之
善
不
能
友
上
古
、
習
気
為
之
限
也
。
処
其
中
而
能
拔
者
、
非
豪
傑
不
能
。
故
学
者

以
煎
銷
習
気
為
急
務
。
」
（
龍
集
①
撫
州
擬
峴
台
会
語
） 

 
 

「
（
修
悟
の
説
の
質
問
に
対
し
て
）
霊
知
在
人
。
本
然
完
具
、
一
念
自
反
、
即
悟

本
心
。
無
待
於
修
。
無
始
以
来
、
習
気
乘
之
。
汨
於
嗜
欲
。
不
可
不
加
澄
滌
之
功
。

纔
得
見
性
。
当
下
無
心
、
薬
病
倶
忘
。
修
所
以
徴
悟
也
。
」
（
龍
集
⑲
祭
陸
与
中
文
） 

「
流
光
易
邁
、
真
志
難
立
、
習
俗
易
染
、
至
道
難
染
。
」
（
龍
渓
会
語
①
斗
山
留

別
諸
同
志
漫
語
） 

「
雖
然
、
習
染
之
入
人
亦
微
矣
、
漸
漬
薫
炙
、
蒸
淫
乎
心
髓
、
循
景
竊
発
而
不
自

知
。
故
凡
応
感
逆
順
之
間
、
称
譏
交
承
之
際
、
未
免
矯
持
強
飾
、
顧
忌
調
停
。
出
於

有
所
為
而
為
者
、
皆
習
染
之
為
累
也
。
」
（
龍
渓
会
語
①
別
周
順
之
漫
語
） 

  37 

「
利
欲
溺
人
、
如
腐
索
纏
縛
、
易
于
解
脫
。
意
見
如
五
色
線
、
方
以
為
宝
、
解

之
甚
難
。
」（
龍
集
①
卷
撫
州
擬
峴
台
会
語
） 

 38 

「
愚
則
謂
良
知
在
人
本
無
污
壞
、
雖
昏
蔽
之
極
、
苟
能
一
念
自
反
、
即
得
心
。

（
中
略
）
此
原
是
人
人
見
在
具
足
、
不
犯
做
手
本
領
工
夫
。
」
（
龍
集
⑥
致
知
議
弁
） 

 39 

「
予
因
請
曰
、
吾
軰
所
以
必
須
学
問
者
、
皆
緣
習
気
作
梗
、
要
得
消
磨
。
盖
自

有
知
以
来
、
各
就
氣
質
偏
重
處
、
積
染
成
習
、
遂
與
良
知
混
雜
而
出
。
如
油
入
麵
未

易
脫
離
。
故
雖
雜
念
已
除
、
而
此
習
氣
消
磨
難
盡
。
」
（
羅
集
⑯
松
原
志
晤
） 

 40 

「
世
間
那
有
現
成
良
知
。
良
知
非
万
死
工
夫
、
斷
不
能
生
也
。
不
是
現
成
可
得
。

今
人
誤
将
良
知
作
現
成
看
、
不
知
下
致
良
知
工
夫
、
奔
放
馳
逐
無
有
止
、
息
茫
蕩
一

生
有
何
成
就
」
。
（
羅
集
⑯
松
原
志
晤
） 

 41 

『
明
儒
学
案
』
⑮
「
張
陽
和
小
伝
」
の
「
龍
渓
」
の
記
述
は
、
正
し
く
は
「
楊

起
元(1

5
47

～1
5
99

)

、
字
貞
復
、
号
復
所
」
で
あ
る
。
張
陽
和
が
、
羅
近
渓
に
弟

子
の
起
元
の
発
言
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
（
張
集
⑤
寄
羅
近
渓
）
。 

 42  

龍
渓
は
「
本
体
即
工
夫
」
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の
で
内
容
的
に
は
同

じ
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

「
自
先
師
（
陽
明
）
提
出
本
体
工
夫
、
人
人
皆
能
談
本
体
、
説
工
夫
。
其
実
本
体

工
夫
須
有
弁
。
自
聖
人
分
上
説
、
只
此
知
便
是
本
体
、
便
是
工
夫
便
是
致
。
自
学
者

分
上
説
、
須
用
致
知
的
工
夫
、
以
復
其
本
体
。
博
学
、
審
問
、
慎
思
、
明
弁
、
篤
行
、

五
者
廢
其
一
、
非
致
也
。
世
之
議
者
、
或
以
致
良
知
為
落
空
、
其
亦
未
之
思
耳
。
」

（
龍
集
①
冲
元
会
紀
） 

 43 

「
前
注4

」
を
参
照
。 

 44 

「
蓋
翁
向
山
林
、
久
与
世
隔
、
不
知
市
朝
之
態
、
朝
夕
万
状
、
無
怪
乎
云
々
。

且
桑
田
滄
海
、
不
可
逆
料
。
昔
也
本
無
而
忽
有
、
今
也
仮
興
而
忽
廃
、
又
安
知
他
日
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廃
、
而
不
復
興
乎
。
」
（
張
集
⑤
復
王
龍
渓
翁
） 

 45 

「
蓋
（
龍
渓
）
先
生
唯
自
信
心
、
而
吾
郷
人
、
毎
不
能
無
疑
於
其
迹
。
某
於
先

生
、
固
不
敢
疑
郷
人
之
所
疑
、
而
猶
未
能
信
先
生
所
信
。
蓋
曾
以
吾
之
不
可
、
学
先

生
之
可
、
而
先
生
不
以
為
謬
也
。
」
（
張
集
⑭
跋
雲
門
問
答
） 

「
今
之
儒
者
、
則
翌
混
儒
釈
而
一
之
、
且
有
三
教
一
途
之
説
、
良
知
二
字
、
為
範

囲
三
教
之
宗
旨
。
（
中
略
）
愚
亦
曰
、
能
言
排
仏
老
者
、
聖
人
之
徒
也
。
」
（
張
集
④
） 

 46 

「
今
之
言
学
者
、
信
心
而
遺
行
、
崇
虚
無
而
蔑
礼
法
、
作
偽
之
士
得
仮
其
説
以

自
文
、
曰
任
真
、
曰
妙
用
、
曰
不
顧
毀
誉
、
只
成
得
個
無
忌
憚
而
已
。
」
（
（
張
集
④

寄
馮
緯
川
） 

 47 

「
近
世
談
学
者
或
不
然
。 

但
知
良
知
之
本
来
具
足
、
本
来
園
通
、
窺
見
影
響
、

便
以
為
覇
柄
在
手
、
而
不
復
知
有
戒
慎
恐
催
之
功
。
以
嗜
慾
為
天
機
、
以
情
識
為
智

慧
、
自
以
為
寂
然
不
動
、
而
妄
動
愈
多
、
自
以
為
廓
然
無
我
、
而
有
我
愈
固
、
甚
至

於
名
検
蕩
然
而
良
心
喪
。
」
（
張
集
⑤
寄
査
毅
斎
・
一
） 

 48 

「
夫
所
謂
良
者
、
自
然
而
然
。
純
粋
至
善
也
。
参
之
人
為
、
蔽
之
以
私
欲
、
則

可
以
言
知
而
不
得
謂
之
良
知
矣
。
謂
良
知
有
善
無
悪
則
可
、
謂
良
知
無
善
無
悪
則
不

可
。
致
知
之
功
、
全
在
察
其
善
悪
之
端
。
善
必
充
、
悪
必
克
、
以
求
快
足
干
己
、
方

是
実
学
。
今
人
於
種
種
妄
念
、
倶
認
為
良
知
。 

自
信
自
是
、
不
復
知
有
忌
憚
、
則

分
善
悪
之
言
、
誤
之
也
。
」
（
張
集
④
寄
馮
緯
川
） 

 49 

「
夫
道
一
而
已
矣
。
心
意
知
物
莫
非
一
也
。
無
内
外
無
顯
微
無
寂
感
一
也
。
謂

之
曰
一
、
孰
有
不
善
者
乎
。
心
無
不
善
而
意
寧
有
悪
乎
。
知
無
不
良
而
物
何
有
悪
乎
。

善
則
倶
善
、
壊
則
倶
壊
也
。
非
無
則
善
而
有
則
壊
也
。
」
（
孟
集
②
証
道
続
説
） 

 50 

「
人
曾
言
、
「
習
俗
移
人
、
雖
賢
者
不
能
免
。
」
在
上
位
者
、
眼
中
常
見
自
家
箇

大
官
持
以
尊
重
、
不
能
脱
世
套
。
在
下
位
者
眼
中
常
見
人
家
箇
大
官
、
終
日
奔
走
不

能
超
世
情
。
所
急
者
勢
利
、
所
緩
者
道
義
。
是
誠
何
心
哉
。
」
（
孟
集
⑤5

3a

） 

 

 51 

「
悟
修
之
説
、 

鄙
見
亦
正
如
此
。
不
悟
従
何
修
、
不
修
亦
空
悟
、 

悟
与
修
安

可
相
離
。
理
以
頓
悟
、
事
漸
修
、
本
楞
厳
経
語
、
彼
正
因
学
者
有
偏
廃
之
患
、
故
対

挙
而
言
之
、
其
実
一
也
。
（
中
略
）
且
以
此
心
見
在
験
之
、
一
念
之
正
邪
、
忽
有
一

念
之
不
正
者
阻
之
。
一
念
之
不
正
耶
、
亦
自
有
一
念
之
正
者
覚
之
。
二
者
相
貞
勝
、

唯
先
立
其
大
者
、 

則
乃
小
者
乃
不
能
奪
、
是
以
学
貴
立
本
也
。
（
中
略
）
陽
明
先

生
格
物
之
訓
、
自
是
絶
無
可
疑
、
設
有
未
通
、
必
須
潜
思
力
索
以
求
其
通
、
安
可
疑

先
生
之
説
為
未
然
也
。
」
（
張
集
⑤
答
孟
我
彊
） 

『
楞
厳
経
』
に
つ
い
て
は
荒
木
見
悟
氏
の
「
明
代
に
お
け
る
『
楞
厳
経
』
の
流
行
」

（『
陽
明
学
の
展
開
と
仏
教
』19

8
4

）
を
参
照
。 

 52 

羅
近
渓
の
思
想
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
万
暦
思
潮
に
お
け
る
羅
近
渓
の
「
本
末
格

物
説
」
の
位
置―

現
成
良
知
の
諸
相
の
観
点
か
ら
ー
」
（
活
水
論
集
・
第
65
集
・

20
2
2

）
参
照
。 

 
 

53 

「
（
楊
）
復
所
、
欲
広
師
（
羅
近
渓
）
門
之
伝
、
毎
封
人
談
本
体
而
諱
言
功
夫
、

以
為
識
得
本
体
便
是
功
夫
。
某
謂
本
体
本
無
可
説
。
凡
可
説
者
皆
功
夫
也
。
（
中
略
）

経
云
「
理
以
頓
悟
、
事
以
漸
修
。
」
悟
与
修
安
可
偏
廃
哉
。
世
固
有
悟
而
不
修
者
、

是
徒
騁
虚
見
、
窺
影
響
焉
耳
。
非
真
悟
也
。
亦
有
修
而
不
悟
者
、
是
徒
守
途
轍
、
依

名
相
焉
耳
。
非
真
修
也
。
故
得
悟
而
修
、
乃
為
真
修
。
因
修
而
悟
、
乃
為
真
悟
。
古

之
聖
賢
、
所
以
乾
乾
惕
若
、
無
一
息
之
懈
者
、
悟
与
修
並
進
也
。
」
（
張
集
⑤
寄
羅

近
渓
） 

 54

「
近
世
学
者
、
窺
見
影
響
、
輒
自
以
為
大
徹
大
悟
、
而
肆
然
不
復
修
持
、
決
藩
籬

而
蕩
名
検
、
其
弊
有
不
可
勝
言
者
。
某
竊
有
憂
之
。
故
毎
対
学
者
以
悟
修
並
進
。
」

（
張
集
⑤
寄
羅
近
渓
） 

 55 

「
大
抵
近
日
之
蔽
、
徒
言
良
知
而
不
言
致
、 

徒
言
悟
而
不
言
修
。
僕
獨
持
議
、

不
但
日
良
知
、 

而
必
日
致
良
知
。 

不
但
曰
理
以
頓
悟
、
而
必
日
事
以
漸
修
。
蓋

謂
救
時
之
意
、
丈
謂
若
何
。
夫
此
来
定
是
何
日
、 

何
太
徐
徐
邪
。
優
遊
田
里
、
成

一
自
了
漢
、
甚
非
所
望
。
先
正
有
言
、
習
間
成
嬾
、
習
嬾
成
病
、
人
之
精
神
、
亦
須
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時
時
鼓
舞
、
方
能
自
弘
。
孔
門
之
学
在
求
仁
、
仁
者
以
万
物
為
一
体
、
猶
餓
猶
溺
、

若
撻
若
満
、
自
有
不
容
己
者
。
」
（
張
集
⑤
寄
周
海
門
） 

 56 

「（
陽
和
）
公
篤
信
良
知
、
帰
依
誡
切
、
懼
末
学
談
本
体
而
忽
工
夫
、
則
掲
致 

字
以
為
提
撕
、
謂
知
良
知
而
不
知
致
者
、
終
非
陽
明
子
之
所
以
教
也
。
」
（
周
海
門

先
生
文
録
⑦
和
張
先
生
文
選
序
） 

 57 

「
光
景
」
問
題
は
、
王
龍
渓
・
耿
定
向
（1

5
2
4

～1
5
9
6

）
・
羅
近
渓
ら
が
当
下
論

と
関
連
さ
せ
て
議
論
を
重
ね
て
い
た
。
明
末
思
潮
に
於
け
る
良
知
現
成
論
の
位
置
づ

け
に
は
当
下
論
と
頓
悟
漸
修
論
を
比
較
検
討
し
て
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 

な
お
、
「
当
下
と
光
景
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
耿
天
台
の
思
想―

親
民
の
官
は
天

下
万
世
の
公
共
の
身―

」
第
三
章
「
当
下
論
と
光
景
」
（
活
水
論
集
・
第
４８
号
・

2
0
0
5

）
参
照
。 

 58 

「
近
世
論
学
者
、
（
中
略
）
乃
今
往
往
崇
妙
悟
而
略
躬
行
、
就
其
所
談
説
、
人
人

自
以
為
顔
子
、
即
賜
弗
屑
也
。
」
（
張
集
⑤
復
鄒
南
皋
） 

南
皋
は
陽
和
と
龍
渓
の
師
弟
関
係
を
「
（
陽
和
）
公
、
汝
中
を
羽
翼
す
」
と
述
べ

る
に
止
ま
り
（
願
集
④
張
陽
和
先
生
文
𨕖
序
）
、
陽
和
へ
の
書
簡
は
確
認
で
き
な
い
。 

 59 

「
教
云
、
須
当
下
受
用
打
成
一
片
、
方
為
実
証
実
悟
。
（
中
略
）
自
本
自
根
、
無

思
無
為
、
更
有
何
事
。
雖
然
理
有
頓
悟
、
事
以
漸
修
。
」（
願
集
② 

答
王
豐
輿
方

伯
） 

  

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（C

）2
0
K
0
0
0
6
6

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。 
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